
第 6 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 " 平成 2 3 年 4 月 5 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日 本医療機能評価機構



○事務局

事務局でございます。 本 日 は、 お忙 しい中お集ま り 頂き ま して 、 誠にあ り が と う ござい

ます。

会議を開始致します前に、 理事の上田 よ り ご挨拶を させて頂き たい と思いますので、 よ

ろ し く お願い致します。

○上田理事

本 日 は 、 地震の対応で大変お忙 しい中 、 ま た 、 交通事情の悪い中、 お集ま り 頂き ま して 、

誠にあ り が と う ご ざいます。 今回の震災で被災 された方は大変厳 しい状況にあ り ますので、

こ う いっ た方を支援 されます医療関係者の皆様方には大変ご苦労されてお られる と思っ て

お り ます。 本 日 の開催につき ま しては 、 池ノ 上委員長 と も ご相談 しま して、 こ の よ う " こ予

定通 り 開催をする こ と と 致 しま したが 、 先生方には色々 ご苦労おかげ しますけれども 、 ど

う かよ ろ し く お願い したい と思います。 あ り が と う ございま した。

○事務局

それでは、 会議を開始致 します前に、 資料の確認を させて頂き たい と思います。

まず一番上にございますのが出欠一覧 と本 日 の次第 と 本体資料でございます。 次に 1 枚

め く っ て頂き ます と 資料 1 と しま して分析対象事例の概要 (子宮収縮薬を使用 した事例)

と い う 表の資料がございます。 続き ま して資料 2 と しま して 、 子宮収縮薬について と い う

ホチキス どめの資料が ございます。 続き ま して資料 3 と しま して 、 分析対象事例の概要 (人

工被膜を行っ た事例) と い う 資料が ございます。 続き ま して資料4 と しま して 、 人工被膜

について と い う A 4 の資料が ございます。 続き ま して資料 5 と しま して 、 分析対象事例の

概要 ( メ ト ロ イ リ ンテルを使用 した事例) と い う 資料が ございます。 その次が資料 6 と し

ま して 、 ｢ メ ト ロ イ リ ンテルを使用 した事例を取 り ま と め る にあたっ て｣ と い う A 4 ･ 1 枚

物の資料が ご ざいます。 その次が参考資料 1 と しま して 、 新生児蘇生について と い う 資料

が ございます。 最後が参考 2 と しま して 、 分娩中の胎児心拍数聴取について と い う 資料が

ございます。

本 日 、 資料が多 く なっ てお り ますので、 落丁等ございま した ら 、 適宜事務局までご連絡

をお願い致します。

それでは、 定刻 と な り ま したので 、 ただいまから第 6 回産科医療補償制度再発防止委員

会を始め させて頂き たい と思います。 本 日 、 勝村委員か ら は少 し遅れて到着される 旨の ご

連絡を頂いてお り ます。 また 、 福島県立医科大学の藤森委員におかれま しては、 震災の影
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響に よ り 本 日 はご欠席の連絡を頂いてお り ます。

それでは、 池ノ 上委員長に進行をお願い したい と思います。 よ ろ し く お願い致 します。

○池ノ 上委員長

先生方、 本当 にお忙 しい中お集ま り 頂き ま して 、 あ り が と う ご ざいます。 それでは、 早

速、 議事に入 らせて頂き ます。 本 日 の議事は次第にある通 り でございます。 まず、 ( 1 ) の

分娩誘発 ･ 促進に薬剤を使用 した事例について、 事務局か ら説明をお願い致します。

○事務局 (森脇)

よ ろ し く お願い します。 ご説明致 します。 次第をおめ く り 下 さ い。 1 ) テーマに沿った

分析についてでございます。 第 4 回委員会におき ま して 、 テーマに沿っ た分析の候補 5 つ

を選定 し 、 第 5 回、 前回委員会でございますが、 そ こで 2 つのテーマについて ご審議頂き

ま した。 今回は他の 3 つのテーマについて ご審議頂き ます。 また 、 前回委員会で審議を受

けて修正 した も のを参考 と して ご提示致します。

｢テーマに沿っ た分析の候補｣ 。 ①新生児蘇生に関する も の 、 これは前回委員会でご審議

頂いてお り ます。 ②胎児心拍数モニタ リ ングに関する も の 、 これも前回委員会でご審議頂

いてお り ます。 次が今回の審議事項 と な り ます③人工的な処置の前後の対応に関する もの

でございます。 1 ) 分娩誘発 ･ 促進に薬剤を使用 した事例。 2 ) 人工破膜を行っ た事例。

3 ) メ ト ロ イ リ ーゼ法を行っ た事例でございます。 これ ら 3 つについてテーマに沿った分

析を本 日 行っ て頂き たい と 考えてお り ます。

ま た 、 参考 1 、 2 と 致 しま して 、 前回ご審議頂き ま した ｢新生児蘇生について｣ 、 ｢分娩

中の胎児心拍数聴取について｣ は審議内容を反映 し、 修正 した も のを提示 してお り ます。

こ のテーマにつき ま しては 、 次回の審議事項と させて頂き ますので、 今回の説明は省略さ

せて頂き ます。

続き ま して ( 1 ) 分娩誘発 ･ 促進に薬剤を使用 した事例でございます。 資料 1 を ご覧下

さ い。 資料 1 は子宮収縮薬を使用 した事例の一覧でございます。 分析対象事例 1 5 件の う

ち 、 子宮収縮薬を使用 した事例は 6 件ございま した。 資料 1 の左の列か ら ご説明 します。

一番左に事例番号を記載 してお り ます。 一番上の事例番 号 を見て頂き ます と 、

下に事例 3 と 記載 してお り ますが 、 これは次の資料の事例の概要で掲載 している事例の番

号でございます。 その隣が投与量、 これはガイ ド ラ イ ンに沿っ ている かど う かについて書

いてお り ます。 その次の列が記録でございます。 記録について十分であっ たかど う かにつ

いて記載 してお り ます。 その隣が投与中のモニタ リ ング、 子宮収縮薬投与中にモニタ リ ン
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グを している かど う かを記載 してお り ます。 その隣がイ ンフォーム ド コ ンセ ン ト の有無に

ついて記載 してお り ます。 その隣は子宮収縮薬の使用 と脳性麻痺発症の原因 と の関連です。

原因分析報告書に記載された内容を載せてお り ます。 その隣がそれに関連 した医学的評価

を抜粋 してお り ます。 その隣が子宮収縮薬使用に関 して検討すべき事項、 当該分娩機関、

学会 ･ 職能団体、 国 ･ 地方 自 治体の順に原因分析報告書か ら抜粋 した も のを記載 してお り

ます。 こ の資料は次に ご説明致します資料 2 の中で事例を振 り 返る 際に ご参照頂ければ と

考えてお り ます。

続き ま して資料 2 を ご覧下 さ い。 子宮収縮薬についてでございます。 I . 原因分析報告

書の取 り ま と め。 1 ) 分析対象事例の概要でございます。 簡単に少 し ご説明 させて頂き ま

U ご ざいま した。 いずす。 公表 した事例

れも本剤の投与が直接的に脳性麻痺発症の原因 と なった も のではない と 考え られてお り ま

すが 、 過強陣痛及びそれを原因 と する胎児機能不全の発症の可能性を否定する こ と ができ

ない事例。 それか ら 、 子宮収縮薬の投与、 硬膜外無痛分娩に よ る子宮胎盤血流量減少、 局

所麻酔菊薬の胎児への直接的な作用な どが複合的に関与 した こ と も考え られる事例が ござい

ま した。 ま た 、 これ ら 6 件は本剤の投与量及び投与中の胎児心拍 と 子宮収縮の監視等がガ

イ ドラ イ ンや留意点に準拠してお り ませんで した。

次に 2 ) 事例の概要でございます。 分析対象事例 6 件の う ち 、 2 つの事例を以下にお示

し致してお り ます。 これ ら の事例につき ま しては原因分析報告書の ｢事例の概要｣ 、 それか

ら 、 ｢脳性麻痺発症の原因｣ 、 ｢医学的評価｣ 、 ｢今後の産科医療質の向上のために当該分娩機

関が検討すべき事項｣ を基にオキシ ト シメ注射薬に関連 した部分を 中心態掲載 してお り ま

す。

事例 1 です。 事例 1 は 、 妊産婦は前期破水のため入院致してお り ま

す。 翌 日 、 内診所見は入院時と 変わ らず、 子宮収縮も不競り則であっ たため 、 その当 日 の午

後、 分娩誘発をする こ と を決定してお り ます。 、 後にオキシ ト シンを

、 1 分間に直 します と の速度で誘発を開始致しま した。 そ

の 、 オキシ ト シンを 、 に増量致

してお り ます。

■■■■■■■■■■■。 ア ト ニンは投与開始か ら一--で■
一一 一に増量してお り ます。 その後、

してお り ます。 ア ト ニン投与中に連続 した胎児心拍数
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モニタ リ ングは行われてお り ませんで した。 脳性麻痺発症の原因 と 致しま しては、 出生時

に低酸素曲壷血圧脳症の状態またはその不可逆的な前段階にあった可能性が高 く 、 子宮収

縮薬の投与、 硬膜外無痛分娩によ る子宮胎盤血流量減少、 局所麻酔に よ る作用な どが複合

的に関与 された と 考え られてお り ます。 医学的評価につき ま しては 、 まずア ト ニ ンに よ る

陣痛誘発は妥当である 。 2 番 目 、

■。 3 番 目 、 分娩監視装置を連続的に装着 し 、 過強陣痛や胎児機能の評価を行っ ていない
こ と は標準的でない。

当該分娩機関が検討すべき事項 と 致 しま しては、 1 番 目 もご子宮収縮薬を使用 した分娩誘

発では分娩監視装置に よ る記録が必要である 。 2 番 目 、 ア ト ニンの使用方法もこつ き ま して

は、 ガイ ドラ イ ン及び留意点 もこ即 した使用方法を し 、 十分な監視の も と 投与量を慎重 も こ決

定 しなければな ら ない と い う こ と 。 3 番 目 、 子宮収縮薬を使用する場合は、 でき る だけ書

面によ る 同意を得る こ と が検討すべき事項 と して記載されてお り ます。

次に事例 2 でございます。 事例 2 は 、 妊産婦は破水感を訴え当該分娩機関を

受診 してお り ます。 も こ子宮 ロ が 3 センチに開大 し 、 胎胞が認め られたため 、 入

院 してお り ます。 その後 、 分娩誘発断われてお り ます。 オキシ ト シメ潮寸薬 と して.
投与されてお り ます。 脳性麻痺発症の原因 と 致 し

ま しては、 1 番 目 、 投与中の分娩監視装置が使用 されていないため 、 過強陣痛、 それか ら 、

胎児機能不全の有無もこついての情報がない。 そのため 、 過強陣痛及びそれを原因 と する胎

児機能不全の発症の可能性を否定する こ と ができ ない。 次 々こ 、 吸引分娩の施行に よ っ て分

娩中に幅状腱膜下血腫が発生 し 、 出生後 、 循環不全を来 し出血性シ ョ ッ ク と な っ た。 その

結果、 児の中枢神経に不可逆性の病変が生 じ 、 脳性麻痺を発症 した可能性が高い と されて

いる事例でご ざいます。

次のページをおめ く り 下 さい。 医学的評価は、 1 番 目 、 子宮収縮薬に よ る 陣痛促進を施

行する こ と は標準的な対応であ る と評価されてお り ます。 続き ま して 、 問題点 と して 3 つ

が指摘されてお り ます。 1 番 目 はオキシ ト シン もこ よ る 陣痛促進のイ ンフォーム ド コ ンセ ン

ト も こ 関する記載がない。 2 番 目 が分娩監視装置を使用 していない。 3 番 目 が投与中 、 オキ

シ ト シンの開始時投与量が添付文書に記載されている量よ り 多い と い う こ と が標準的では

ない と評価さ れてお り ます。 併せて分娩経過中の胎児心拍数の確認方法、 子宮収縮薬の使

用方法、 使用 中の分娩監視装置か装着 されていなかっ た こ と は一般的でない と 評価されて
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お り ます。

当該分娩機関が検討すべき事項と致しま しては、 1 つ 目 が行っ た診療行為について正確

に記載する こ と が望まれる 。 2 番 目 にオキシ ト シンの使用方法はガイ ドラ イ ンに沿っ てい

ないため 、 今後は十分な監視の も と 投与量を慎重に決定 しなければな ら ない。 3 番割こ子

官収縮薬を使 う 場合は、 でき るだけ書面に よ る 同意を得る こ と が望ま しい。 以上の こ と が

検討すべき事項と して挙げられてお り ます。

次に 3 ) 分析対象事例における子宮収縮薬使用の問題点でございます。 表 靖こは分析対

象事例の 6 事例につき ま して 、 開始時投与量、 時間毎に増量する量、 記録、 胎児心拍数モ

ニタ リ ング、 同意の有無を表と して取 り ま と めてお り ます。 こ こ では 1 事例ずつの説明は

省略させて頂き ます。

次のページに移らせて頂き ます。 次に原因分析報告書で指摘されている 内容でございま

す。 1 つ 目 の○ 、 開始時投与量、 投与間隔、 時間毎に増量する量が多い。 2 つ 目 の0です。

3 番 目 の0です。 分娩監護L装置を連続的に装着 し 、 過強陣痛や胎児機能の評価を行ってい

ない。 4 番 目 の0です。 診療録にオキシ ト シス注射薬、 投与量、 陣痛の状況、 胎児心拍数

に関する記載が乏 し く 、 ま た 、 C T G に 日 時の記載がないな ど記録の不備が散見 されてい

る 。 5 つ 目 の○です。 子宮収縮薬投与開始にあたっ て医師が妊産婦本人または夫、 家族に

十分な説明を行っ た と い う 記録がない。 6 つ 目 の0です。 胎盤の石灰化の所見は分娩誘発

の適用 と して挙げられていないので 、 分娩誘発の適用 と しては一般的ではない と い う 内容

が原因分析報告書で指摘されてお り ます。

4 ) 産科医療質の向上のために分娩機関が検討すべき事項。 原因分析報告書において、

当該分娩機関が検討すべき事項 と して記載された内容をお示 し致してお り ます。 ( 1 ) 投与

量についてでございます。 これは留意点に準拠して行われるべき である と い う こ と が記載

されてお り ます。 ( 2 ) 投与中の胎児心拍モニタ リ ングについてでず。 これは連続 した記録

をする必要がある と い う こ と が記載されてお り ます。 ( 3 ) 診療録の記載でございます。 こ

れは行っ た処置について診療録に記載をする こ と を強 く 勧めてお り ます。 ( 4 ) 薬剤の使用

に関する妊産婦等への同意について、 これはでき る だけ書面に よ る 同意を得る こ と が望ま

れる と い う こ と が記載されてお り ます。

次のページをおめ く り 下 さ い。 5 ) 学会 ･ 職能団体への要望でございます。 これにつき
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ま しては 1 つ 目 の0 に記載 して ございます。 P G E 2 の最後の内服か らオキシ ト シン点滴

の投与間隔については、 現在、 同時併用が禁止 されている 。 どの程度間隔をあげて投与す

る こ と が望ま しいか、 学会で指針を出すこ と が望まれる と い う こ と が記載 されてお り ま し

た。 点線の枠組みを ご覧下さ い。 その後 、 2 0 1 1 年にガイ ドラ イ ン留意点が改訂 されて

お り ま して 、 その投与間隔が 1 時間以内 と い う こ と が定め られてお り ます。 その内容を こ

の枠の中に記載 してお り ます。

では 、 次のページに移 り ます。 2 . オキシ ト シメ注射薬に関する現況でございます。 1 )

には販売 されている製品をお示 し してお り ます。 2 番 目 、 オキシ ト シン注射薬の使用方法。

使用方法はガイ ド ラ イ ン、 留意点、 添付文書の内容を記載致 してお り ます。 内容につき ま

しては 、 それぞれ記載 してお り ますので省略させて頂き ます。

それでは、 9 ページをおめ く り 下 さ い。 3 番、 再発防止に向けてでございます。 まず、

これまでの内容を総括 して記載 してお り ます。 こ こ は冒頭の内容 と も重複 してお り ますの

で省略させて頂き ます。 1 ) 産科医療関係者に対する提言でございます。 こ ち ら につ き ま

しては 、 まず子宮収縮薬の使用にあたってはガイ ドラ イ ン 、 留意点及び添付文書に従っ て

分析対象事例か ら の教訓 と して 、 まずは以下を徹底 して行 う と 致しま した。 ( 1 ) 開始時投

与量、 時間毎に増量する量、 維持量を適正に行 う 。 ( 2 ) 投与中は分娩監視装置に よ る子宮

収縮及び胎児心拍数の連続的な記録を行 う 。 ( 3 ) 使用 に際 しては診療録に記載する 。 ( 4 )

妊産婦の同意を得る 。 こ の 4 つを産科医療関係者への提言 と して取 り ま と めてお り ます。

2 ) 学会 ･ 職能団体に対する提言でございます。 ガイ ド ラ イ ン、 留意点の内容を関係者

に周知する こ と を要望する 内容を記載 してお り ます。 これ ら を提言 と 致 しま した。

続き ま して 、 1 1 ページに最後の章にな り ますけれど も 、 留意点の改訂版を掲載 してお

り ます。

以上でございます。 テーマに沿っ た分析の子宮収縮薬についての取 り ま と め方等、 ご審

議をお願い致 します。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。

ただいま ご説明があ り ま したが 、 何力確認“の点 と か、 あ るいは ご発言ございますで し ょ

う か。 ど う ぞ。

○隈本委員

まず、 印象なのですけれ ど も 、 これほ ど長年、 留意点を守ろ う と か、 ガイ ドラ イ ンを守
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ろ う と かずっ と 言い続けてき ている のに 、 と い う か、 みんなルール違反を

している 。 こ う い う 現状に対する池ノ 上委員長の怒 り と い う も のが こ の報告書には感 じ ら

れないんですよね。 要する に淡々 と 分析 して 、 これを超えている か ら気をつけま し ょ う ね

と は書いてあ る のですが、 これは他の--も ち ろん陣痛促進剤については随分これまで問

題になっ てき た と い う よ う な経轍毒があ る にせよ 、 これはルールを守 り ま し ょ う と 。 職能団

体も 、 それか ら 、 学会もずっ と 言い続けている のに現実に守 ら ない人が こ んなに、 こ んな

に と い う か、 と い う こ と について 、 しかも 、 陣

痛促進剤を使っ たケース については、 何か非常に高い割合でルールに違反 している んです

ね。 こ の こ と について 、 も う 少 し書き込んで頂き たいな と い う 気がする のですが 、 皆 さ ん

いかがで し ょ う か。 いや、 私だけが言っ ている の も何か情けないので。

○池ノ 上委員長

ど う ぞ、 石渡委員長代胤

○石渡委員長代理

これは脳性麻痺事例を集めてこ う い う ふ う にま と めたわけなので、 先生の ご指摘の よ う

にな る わけだけれ ど も 、 一般的に会員はこ の留意点を遵守 してやっ ている わけですよ え為

そ う い う と こ ろか ら は恐 ら く こ う い う 脳性麻痺事例みたいな も のは挙がっ てき ていないの

だと思 う ので、 ただ脳↑塑麻痺事例で挙がった も のだけを と る と 、 先生が怒 り を感 じ る ほ ど

の こ う い う よ う なルール違反 と い う のがある こ と で、 これは医会等々 、 学会もそ う ですが 、

会員には注意を喚起 している わけなんですけれども 、 その 中で ど う して もそれを守ら ない

会員がいる こ と も事実であっ て 、 これを今後 ど う い う ふ う に してい く か と い う こ と が課題

になっ て く る のだら思いますけれ ど も 。

○隈本委員

ま さ にその通 り で、 私が怒っ て も し よ う がない話で、 先生方、 プロ の集団 と して 、 プロ

フ ェ ッ シ ョ ン と しての 、 ど う やっ て管理する のか と い う こ と 。 これ、 も し皆 さ んに守っ て

下さ いね と 言って守っ て く れる のだっ た ら 、 皆 さ ん賢明なお医者さ んたちなのだか ら守っ

ている と思 う んですよ 。 何 ら かの形でこ の再発防止委員会 と してのメ ッセージを送 ら ない

と 、 結局、 一部の人なのだけれ ど もルール違反をする人がいる 。 その関係が否定でき ない

と か、 あ る いは も しか した ら これは単にルールを守ら ない人の と こ ろにたまたま脳性麻痺

が起き ている と い う 可能性だっ てある わけですけれど も 、 いずれに して も 、 こ のルールを

守っ て下 さ い と初めて今回言 う な ら 、 例えば新生児蘇生については再発防止、 再三色々言



っ て き て 、 そ して講習会もやっ たけれど も まだまだ と い う こ と であれなんですけれど も 、

やっ ぱ り これも 同 じなんですけれ ど も 、 講習会でもやる な り 、 何 ら かネ ジを巻かない と だ

めなのではないか と い う のが感想なんですけ どヌ賤 つま り 、 守っ て下 さ い と言っ て守っ て

く れる人は、 も う 既に守っ ている 。 守っ て下 さ い と 言って も守っ て く れない人たちに 、 こ

の再発防止委員会 と しては ど う い う メ ッ セージを送る のか と い う こ と をぜひ考えて頂き た

いのですけれ ど も 、 私ではな く 、 どなたかご発言頂き たい。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

他に どなたか、 ご発言ございますか。 川端委員。

○川端委員

少 しお聞き したいんですけれども 、 施設背景 と か、 担当 医の年齢と か、 そ う い う のは分

析 されていますで し ょ う か。

○事務局 (森脇)

オキシ ト シンの事例ですか。

○池ノ 上委員長

例えば施設が診療所だと か。

○川端委員

診療所な どが多いのか、 病院が多いのか と い う 意味です。

○池ノ 上委員長

総合病院だ と か。

○川端委員

そ う ですね。

○池ノ 上委員長

そ う い う 意味ですね。

○川端委員

ええ。

○池ノ 上委員長

分か り ますか。

○事務局 (森脇)

はい。
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○池ノ 上委員長

そ う ですね。 オ リ ジナルを見て頂かない と 。

○隈本委員

僕は事例の概要は、 公表 されている要約版だけ見る 眼 睨ま、 6 件中の 5 件が診療所で、

1 件が病院です。 分娩の比率か ら言 う と診療所の比率が多いですよね。 年齢については 、

実は要約版には必ず し も全部載っ ていないんですね。 元の報告書に当た ら ない と分か ら な

い と こ ろがあ り ます。

それか ら 、 も と も と原因分析報告書は、 関わったお医者 さ んの属性 と か経験年数が書い

てある んですけれども 、 実際に最終的な、 その行為、 診療行為その も のをやっ た人間 と い

う のが特定でき ないケースがある んですよ 。 つま り 、 2 人か 3 人の先生が関わっ ていて、

そのア ト ニンを投与する 、 その投与量を こ う だ と 決めた人が誰か と い う のは、 その原因分

析報告書か ら は読み取れないんですよね。 読み取れないケース も ある 。 1 人診療所でない

場合。 だか ら 、 実は事務局でこれに関わっ た人、 本当 は分かる のかど う か分か り ませんけ

れ ども 、 これに関わっ た人の経験年数と か、 そ う い う のは事務局で調べない限 り 、 原因分

析報告書をい く ら読んでも分か ら ない。 ただ、 少な く と も原因分析報告書で分かる のは 、

診療所のケースが 5 件、 病院のケースが 1 件 と い う こ と です。

○池ノ 上委員長

よ ろ しいですか。 ど う ぞ、 岩下委員。

○岩下委員

今の こ と に関 してはガイ ド ラ イ ンには推奨レベル と い う のがあ り ますので、 そのガイ ド

ラ イ ンを出すだけでは十分でない と い う ご意見だと思 う のですが、 強い推奨レベルに も か

かわ らずガイ ド ラ イ ンを守っ ていないな ら ば、 当然、 そ う い う 被害者と いいますか、 そ う

い う 事例に関 しては医師側の非 と い う も のが社会的に認め られる と い う こ と なので、 ガイ

ド ラ イ ンを出すこ と に よ って抑制的な力 と い う も のはあ る のではないか と 思います。

それか ら も う 一つ よ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長

ど う ぞ。

○岩下委員

今のこ と と は関連ないですが、 今回は分娩誘発 と い う こ と に焦点を当 てて 、 その投与量

を守っ ていない と か、 分娩誘発中のモニターが されていない と い う こ と が記載されて、 そ
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れはも ち ろんルール違反だと思 う のですが、 これが直接的に脳!陸麻痺の原因になったか ど

う か と いいます と 、 例えばき事例 3 は臍帯脱出です し、 それか ら 、 事例 1 ですか、 これは論

外ですけれ ど も 、 吸引 と ク リ ス テル 2 3 回 と い う こ と で、 分娩誘発中のモニターが されな

かっ た と かい う こ と で再発防止でき る か と い う と そ う ではないと思 う んですね。

それか ら 、 事例 4 も これは臍帯脱出ですね。 こ う い う こ と が原因で脳性麻痺になったわ

けで、 ルールを守ら ない こ と は当然いい こ と ではない し 、 厳 し く 問われるべき ですけれど

も 、 果た して 、 じや あ 、 こ の色々 な再発防止の案を出 されていますが、 これで防止でき る

か と い う と 少 し視点が違 う よ う な気がする と い う ご意見を 申 し上げます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

他に ご発言ございませんか。

○隈本委員

それについて 1 つだけ。

○池ノ 上委員長

はい。 ど う ぞ。

○隈本委員

私もその点については同 じ意見です。 つま り 、 こ のルール違反 した こ と その も のが原因

分析の結果、 直接つながっ た と は言えない と い う ケース も こ の中には含まれています。 た

だ し 、 つま り 、 複合要因 も含める と 分娩誘発を

した 、 ち ょ っ と 量が多かっ た こ と と か、 モニタ リ ングを しなかっ た こ と が

か ら 、 こ こ は考え方なのですけれ

ど も 、 あ ら ゆ る可能性をつぶ していって不幸なお子さ んをな く す と い う 立場から言えば、

も ち ろん こ の 6 例全部がそ う ではないのですけれ ど も 、 こ う い う も のが含まれている可能

性があっ て 、 そ こ は も う しっ か り 原因分析 した結果、 その関連性を否定でき ない と い う ケ

ースま で入っ ています し 、 あ る いはその後、 まだ こ の報告書には盛 り 込まれていないけれ

ど も 、 明 ら かに過強陣痛 じゃないの と い う よ う なケース も あ る と思いますので、 既に分析

されたケース の中に。 だか ら 、 も ち ろん これをやれば解決する わけではないのだが 、 これ

をや ら ないのはも っ たいない と い う ぐ らいの気持ちでやっ たほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。
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他に どなたか。 鮎澤委員、 お願い致します。

○鮎澤委員

今、 議論になっ ている再発防止なのか ど う なのか と い う 話なのですが 、 読んでい く と脳

性麻痺のお子 さ んの再発防止の話と 産科医療の質の向上の話が一緒になっ て出て く る と こ

ろが今の議論になっ ている のだと思います。 9 ページの 3 番のタ イ トルは ｢再発防止に向

けて｣ なのですが 、 途中か ら 、 直接の理由 にはなっ ていないけれ ど も産科医療の質の向上

を図 る ために以下を提言する と い う こ と るこ な っ ています。 これか ら 、 ケース に よ っ ては徹

底 した再発防止の議論ができ る もの も あれば、 質の向上のための議論 しかでき ない も の も

あ る ので、 こ の 3 番のタ イ トルをそれな り に変えてい く な り 、 ｢質の向上 と 再発防止に向け

て｣ にする な り 整理を して 、 今の議論が分かる よ う な文章立てに して頂 く と読み手も整理

が しやすいのではないか と 思います。

それか ら 、 先ほ どの提言の こ と なのですが、 実は私も 同 じで、 も う 少 し踏み込んだ書き

ぶ り ができ ないかと思っ ていま した。 下手をする と既に原因分析委員会が提言を した も の

を並べて優先順位をつけて 、 こ こ に書 く だけに終わっ て しまいかねません。 再発防止委員

会があえて書 く な ら ば、 そ こか ら一歩突っ込んで 、 その次に向かっ て何ができ てい く のか

と い う こ と がやは り 論 じ られていたい と思います。 と する と 、 例えばこ の 2 ) 学会 ･ 職能

団体に対する提言について も 、 単に ｢周知する ｣ だけではな く て 、 その上で述べてい る ｢ま

ずは｣ 以下を徹底 して行 う こ と が実現でき る よ う に何をすればいいのかを考える こ と を提

案、 も し く は ｢強 く 望む｣ と か、 何かその よ う な こ と までは書いて頂けないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

板橋委員、 先ほ ど手が挙がっ ていま したけれど も 、 後でま た一緒に ご議論頂き たい と思

います。 ど う ぞ、 まず、 先生から 。

○板橋委員

今の魚冨睾委員の前半の部分 と全く 僕も意見は同意 します。 あ と 、 あ る程度の基準があ る

のに守 ら ない と い う ふ 効こなっ て しま う 、 その背景が よ く 分か ら ないですね。 知っ ている

はずなのに ど う してそ う な っ ちゃ う の と い う 、 そ こ が 、 これはいわゆる脳性麻痺 と は直接

関係ないに して も 、 過強陣痛やその リ ス ク につなが る こ と をなぜする のかの背景が実は僕

にはよ く 分か ら ないですね。 要する に通常の医療をやっ ている人には 、 多分、 理解を超え

る行為をやっ ている こ と について 、 その背景が ど う も見えて こ ないので、 対策 と い う のが
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ど う して も一般的な話になって しま う のではないかな と い う のは少 し思っ た も のですか ら

意見を言わせて頂き ま した。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。

オキシ ト シンの使い方について 、 確かにこれは脳性麻痺の原因は臍帯脱出 と い う のがか

な り あ る 。 ただ、 その背景を色々調べてい く う ちにオキシ ト シンの使用量、 あ るいは使用

の仕方に必ず しもルール通 り ではない も の と い う のが見えてきたので、 これはやは り 注意

をみんなでする よ う に しま し ょ う と い う のが見えた と い う のが現状だと思 う んですね。 で

すから 、 ま さ に鮎澤委員がおっ しゃ っ たよ う に産科医療の改善、 質の向上 と い う 部分 と脳

↑型麻痺再発防止 と い う 分を分けて今回は議論する必要があ る だろ う し 、 そ う い う ふ う な書

きぶ り も必要だろ う と 思います。

ど う ぞ。

○隈本委員

しつこい よ う ですけれど も 、 僕も再発防止に直接つながる話 と 質の向上 と い う のは別に

議論すべきだ と い う こ と には賛成なのですが、 今回、 こ こ に出 されたケース 、 6 ケース に

ついて も 、 よ く 原因分析報告書を読んでみる と 、 多分、 過強陣痛がある かも しれない し、

こ う い う 状況で胎児機能不全を引 き起こ したのかも しれない関連性についてはよ く 分か ら

ないが 、 記録も ない し 、 何 しろチャー ト がないわけですか ら 、 本当 に過強陣痛が起こ って

いたかど う かも 、 本人が痛い と 言っ たか、 言っ ていないか と かい う 非科学的な判断しかで

き なかった り と か、 胎児機能不全に ど う い う メ カニズムでつながっ ている かが よ く 分かっ

ていない と こ ろ も あ り 、 だか ら 、 断定的に書けないだけであっ て 、 本当 に関係ない と い う

ケース と 、 墜落産みたいに本当 に関係ない と い う ケース と 、 よ く 分か ら ないが 、 関係が否

定でき ない と い う のは、 それは も しか した ら原因につながっ ている かも しれないほ う に入

る可能性があ る んですよ 。

原因分析の限界があ り ますよね。 つま り 、 出 された記録を も と に現場調査はせずに、 現

地調査はせずに解剖も しないわけですよね、 亡 く なっ ていないわけですか ら 。 そ う い う ふ

う にま だ原因がはっ き り 分か ら ない よ う な と こ ろ も含めて原因分析を している と い う 、 そ

う い う 限界を承知の上で原因分析を していて 、 改善に役立て よ う と い う こ と なので、 こ う

い う 意味では完全に否定し切れてい る話ではな く て 、 だか ら 、 分離でき ないのではないか

と い う のが僕の意見です。 要する に完全に分離はでき ない。 要する に明 らかに質の向上 と
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再発防止に分け られる部分も ある けれど も 、 分け られない部分も これにはかな り 含まれる 。

制度上、 そ う い う ふ う みこ思っています。 ごめんな さ い。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

他に何か今の--では、 田村委員、 お願い します。

○ 田村委員

我々 か ら見る と 、 これがオキシ ト シンの投与量も守 ら ない よ う な診療所な どでこ う い う

こ と が起き ている のか、 それ と も こ の程度のオキシ ト シンの過量投与 と い う のは一般的に

行われている のか、 その辺が正直言っ て よ く 分か ら ないんですよね。 ですか ら 、 学会 ･ 職

能団体に対する提言 と い う と こ ろで実態調査みたいなこ と も要望 して 、 実際に こ のガイ ド

ラ イ ンを出 している けれど も 、 こ のガイ ドラ イ ン 自 身がひ ょ っ と する と 今の産科医療の現

状においては、 なかなか遵守が難 しいよ う なガイ ドラ イ ンであ る と すれば、 そのガイ ド ラ

イ ンの限界も考えて頂かなければいけない し 、 それ と も調べてみた ら 、 やっ ぱ り ガイ ドラ

イ ンはほ と ん どの と こ ろで遵守 している 。 たまたま遵守 していないよ う な、 こ う い う 施設

で 、 脳性麻痺の子供が出 る よ う な こ と が起き ている のだ と すれば、 逆にそ う い う 施設に対

して学会 と してでき る だけ講習会な り 、 注意喚起な り と い う こ と をやって頂 く と い う 対策

が出て く る と思います。 その前段階と して どの程度、 こ のガイ ドラ イ ンが実際の現場では

遵守されている のか と い う こ と を調べて頂 く 、 それを こ の再発防止委員会でやっ たほ う が

いいのか、 それ と も学会その も のにお願いすべき なのか、 その辺はま た議論 して頂 く と し

て も 、 それがない と議論を して も なかなかかみ合わない よ う に思います。

○池ノ 上委員長

石渡委員長代王曵

○石渡委員長代理

私は今、 産科医療の質の向上のためには、 そのためにガイ ドラ イ ン と い う のはあ る のだ

と 私は思 う んですよ 。 それを守 ら ない会員がお られる こ と も事実であっ て 、 やは り こ う い

う 事例に遭遇 した と き に最も効果的な も のは、 私は個別指導だと思 う んです。 直接そ こ に

行っ て 、 その状況を把握 して指導 してい く こ と が一番大事な こ と だと思 う 。 それは医会、

学会が今後取 り 組むべき こ と ではないかと思 う んですね。 要する に総論的な こ と は言っ て

あ る わけです。 見て も ら えば分かる わけで、 こ う い う ガイ ドラ イ ン も 出 している わけだけ

れ ど も 、 それをあま り 遵守 しない会員 も 中にはやっ ぱ り お られる こ と も あ る と思 う ので、
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その と き に き ちん と した指導をする 。 そ こ にペナルテ ィ ー と い う のは、 これはま た別の問

題ですけれど も 、 それを考えなければいけないのではないかと思っ ています。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 川端委員。

○川端委員

ち ょ っ と 変な こ と を言 う かも しれません。 新生児脳性麻痺の頻度は何十年と 変わってい

ない と い う こ と を私は聞いていますけれど も 、 それは ど う い う こ と か と い う と 、 産科医療

が進歩 して も なかなか新生児脳性麻痺は減 ら ない と い う こ と を私は聞いたこ と があ り ます。

エ ビデンス を示すと い う 話にな る と ち ょ っ と 今出せませんけれ ど も 、 そ う い う 考え 、 その

よ う な現実も一方ではある と い う こ と 。 それでは、 なぜこ のガイ ド ラ イ ンで締め る か。 締

め る こ と に よ っ て脳↑型麻痺が減っ たか と い う こ と が非常に今後重要なテーマになってき て 、

こ の事業 自 体がそ う い う エ ビデンス を集積する非常に大き な仕事にはなる と思います。 厳

し く 締める こ と に よ って よ く な る のか と い う こ と について 、 ま だ確証は得られていない と

い う こ と も確かだと思います。

それか ら 、 なぜこ う い う ガイ ドラ イ ンが どん どん薬を使いに く く していたか と い う と 、

これは陣痛促進剤の被害を考える会の要望が強 く あ っ て 、 産婦人科の団体もいい解決策が

なかっ た と い う こ と で妥協 していっ たのだろ う と 私は思っ ていますけれ ど も 、 そんな何だ

かんだで、 そ う 単純に守 ら ないか ら起き たのだ と か、 そ う い う 論議にはなかなか行かない

だろ う と 思います。

○池ノ 上委員長

勝村委員、 発言あ り ますか。 ど う ぞ。

○勝村委員

遅れて来てすみません。 い く つかこ の件に関 して意見がある のですけれ ど も 、 まず、 今

のお話なんですけれども 、 僕の認識では、 やは り 子宮収縮剤の使用 によ っ て仮死、 胎児死

亡、 重度脳性麻痺、 子宮破裂 と か頻発 して 、 脳性麻痺の子供が頻発 している か ら こ そ使用

方法を気をつける よ う に と い う こ と を 日 本母性保護医協会が会員に最初に冊子で発行 した

のが 1 9 7 4 年です。 だか ら 、 3 5 年以上前に発行されている ので、 その数年前に子宮収

縮剤での脳性麻痺の事例が相当 あっ た と い う こ と を医会な り 、 ま たは保険会社な り が把握

していた と い う こ と が事実だと思 う んです。 それか ら 3 7 年経っ ている と い う こ と なんで

す。
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あま り 出すべき話ではないかも しれませんが、 私の妻のオキシ ト シンの被害は今か ら 2

0 年前にな り ますから 、 その よ う な冊子が発行されてか ら 1 5 年経っ ていたわけです。 陣

痛促進剤の被害を考える会ができ てから 2 2 年経っ ていますけれども 、 陣痛促進剤によ る

被害を考え る会は、 色々 な活動を して き た と思いますけれ ど も 、 大まかに言っ て何をやっ

てき たか と い う と 、 7 4 年か ら 出 されていた 日 母のガイ ドラ イ ン通 り に添付文書を改訂す

べきだ と い う 運動を最初にやったんですね。

つま り 、 日 母のガイ ドラ イ ンや 日 母が会員向けに配付 していた注意喚起の内容を、 被害

者の団体は と て も支持していたわけです。 こ う い う ガイ ド ラ イ ンを守 ら ない と事故が起こ

る よ と い う ガイ ドラ イ ンを 日 母の人達が、 つま り 、 産科医会や学会の人たちが会員向けに

発行 している に も かかわ らず、 今 と 同 じで一部の会員の人は全然そのガイ ド ラ イ ンを守ら

ない使い方を していたわけです。 それで、 よ く 見てみる と 添付文書ではガイ ドラ イ ンは守

ら な く て もいい こ と になっ ている 。 それはおか しいのではないか と い う こ と で 9 2 年、 9

3 年に添付文書の大幅な改訂が行われま したが 、 そ の 当時にはやは り 被害を考える会が相

当厚労省 と 交渉を続けた結果だっ た と思います。 結局、 その時は被害者の会が医会や学会

に ロ う る さ く 言っ た と い う こ と ではな く て 、 被害者の団体は産科婦人科学会や産科医会が

ガイ ドライ ンで言っ ている よ う な内容に添付文書を改訂すべきだ と い う 運動を した と い う

こ と だっ た と 思 う んですね。

歴史的な経過に関 してはそ う い う 理解なので、 つま り 、 その よ う なガイ ド ラ イ ンが守ら

れていない と い う こ と が非常に問題なのですが 、 よ く 読む と 、 なぜガイ ドラ イ ンを守ら な

ければいけない と 書いてある か と い う と 、 そ う しない と脳!塵麻痺が起こ る か らだ と い う ふ

う に読め る わけです。 ずっ と指摘さ れてき た内容は。 だか ら 、 ガイ ドラ イ ンの使用法を守

れ、 そ う でない と脳性麻痺と か起こ っ て しま う よ と い う こ と でずっ と 4 0 年近 く 来ている

わけなので、 に も かかわ らずそのガイ ド ラ イ ンが守れていなかっ た と い う 原因分析が今回

も されている ので、 それをあま り 専門家の人たちが 、 因果関係が よ く 分か ら ない と い う こ

と を言 う のは、 あ る種、 1 つの謙虚さ ではあるかと思いますけれど も 、 その促進剤のガイ

ドライ ンを守 られていない使われ方が全 く 関係ないのだ と い う ふ う にあんま り 言い切る原

因分析委員会の報告書に対 しては僕はち ょ っ と 専門家 と して本当 にそれでいいのかな と い

う 疑問はあ り ます。

だか ら と いっ て 、 関係あ る と言い切れと言っ ている わけではあ り ません。 謙虚 さ も必要

だけれども 、 関係ない と 言い切 る 、 つま り 、 促進剤が 、 ガイ ドラ イ ンを守 られていない便
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い方を していたけれ ど も 、 その促進剤を使っ ていな く て も 、 こ の子たちは脳性麻痺になっ

たのだ と 、 本当 に逆の意味で言い切れる のか と い う こ と があ る と思 う んです。 僕 も非常に

そ う い う 意味では 、 以前から準備委員会か ら も 随分お話し してき ま したけれど も 、 こ う い

う 制度ができ る前にき ち っ と 医療者にガイ ドライ ンを周知徹底 して 、 制度が始ま った ら 、

実際、 こ んな事故は出て こ ない よ う に してほ しい と本当 に思っ て発言 してき たわけですが、

で も 、 出て き て しま っ た。

つま り 、 ガイ ド ラ イ ンを守れない使用法で脳性麻痺になっ て しま う 事例が出て き て しま

っている ので、 こ こ は僕はガイ ド ラ イ ンを守っていな く て こ う なってい る も のをやっ ぱ り 、

石渡委員長代理もおっ しゃっていま したけれど も 、 かば う よ う な こ と を していた ら 、 ま た

何十年も 同 じ こ と を続けて しま う と い う こ と にな る と思 う ので、 僕はこれ以上、 同 じ病院

でまた同 じ よ う なや り 方で脳↑塑麻痺が出てき てほ し く ない。 それが再発防止委員会の一番

の 目 標だ と 思いますので、 個別の指導な り イ可な り と い う こ と ですけれども 、 ガイ ドラ イ ン

が守 られていない と い う こ と 々 こ関 しては非常に厳しい対応 と い う か、 そ う い う こ と が二度

と あ っ てはな ら ない と い う 毅然 と した態度を と る必要があ る と思います。

実際、 結果 と してそ う い う こ と が起 こ ら ない よ う な何 ら かの策を再発防止委員会でや ら

ない と 、 そ う い う 事例があ り ま した と い う 形で終わっ ていて 、 結局、 ま た こ う い う こ と が

続いてい く と い う こ と であった ら意味がない。 僕は 1 つ 1 つの事例が本当 に悲 しい事例だ

と思っ ている ので、 それを止めたい一心でこ こ に関わっ てき ているつ も り ですので、 相当

の思いを こ こ に込めて も ら わない と 、 ち ょ っ と やそ っ と の話 じゃ ない。 も う 何十年も指摘

されなが ら も繰 り 返 されてき ている こ と なので、 こ の委員会も また今ま で と 同様にスルー

して しま う のではな く 、 実情 と か問題は と っ く に把握 されている のに 、 何十年 と これを 、

結果 と して こ こ ま で放置してき て しま っ てい る と思 う ので、 こ こ の メ ンバーで今 こそ これ

は止め る 、 そのための本当の最後の会議にする んだ と い う ぐ らいの意気込みでやっ てほ し

いな と 思っています。 と り あえず。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

先ほ ど板橋委員、 田村委員か ら何でこ う い う 使い方をする人がいる のだ、 理解でき ない

と い う お話ですけれ ど も 、 それは 1 つはオキシ ト シンの使い方にハイ ドースでやろ う と い

り 、 主 と して ヨ ー ロ ッパのグループもいる んですね。 一方、 ロ ー ドース でや り な さ い と い

う 、 そ っ ちのほ う が安全です。 両者を比べて どち ら のほ う が結果がいいか と い う のは色々
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なス タディ ーをや られていて 、 差がない と い う ス タディ ー も あ る わけです。 ただ、 日 本は

今、 ロ ー ドース に決めている わけです。 日 本のガイ ドラ イ ンはですね。 ですから 、 日 本は

ロ ー ドースでや り ま し ょ う と い う こ と で来ている 。 ですか ら 、 そ こ に少 し 、 いわゆる こ の

お薬を使っ た ら も う だめにな り ますよ と か、 そ う い う ふ う な量から来ている わけではない

と い う と こ ろが 1 つあ る んですね。 例えば今の 日 本の産科医療の現場では、 ロ ー ドースで

いき ますよ 、 そのガイ ドラ イ ンが出ている と い う こ と ですので、 そ こ を超えてい る事例が

こ の 6 例中 、 4 例で したっ け 、 あ る と い う 現状なんです。

先ほ ど石渡委員長代理がおっ しゃ っ たよ う に 、 こ う い う ロ ー ドースでの使い方でいき ま

すよ と い う こ と になっ て 日 本のガイ ドラ イ ンは広がっている わけですか ら 、 今まではある

程度総論的に危ない、 リ ス ク が高い と い う 話だっ たのですけれど も 、 今回、 具体的に出て

きた。 個別の事例が出てき た。 そ う する と 恐 ら く 産婦人科医会だ と か、 産婦人科学会だ と

か、 地方部会だ と か、 地方の産婦人科医会 と か、 そ う い う グループ、 も っ と スモールグル

ープの レベルでの個別の色々 な指導だ と か、 レ ク チャーだ と か、 そ う いった こ と が具体的

な こ う い う ケース を も と に してでき る よ う になった。 今ま では総論の世界だっ たんだけれ

ど も 、 今度は各論的にそ う い う のができ る 。

必ずし も今回の原因分析が全て因果関係を しっか り 把握 している わけではないのですけ

れども 、 少な く と も こ のケース をずっ と原因分析委員会が レ ビュー してい く と 、 そ こ " こは

オキシ ト シンの使い方に 日 本の産科婦人科学会、 あ るいは産婦人科医会が進めているガイ

ドライ ンか ら外れている と い う ケースが これだけあ り ま した よ 。 これはやっ ぱ り も う 一度

みんなでき ち っ と やる よ う に しま し ょ う と い う 、 そ う い う と こ ろに働きかける 。 前回か ら

ずっ と 産婦人科医会、 あ るいは産科婦人科学会、 そ う いっ た と こ ろでの色々 な と こ ろへの

ネ ッ ト ワー ク と い う のは、 先生方、 それぞれのネ ッ ト ワーク でそれを広げていっ て頂いて

お り ますので、 例えば石渡委員長代理か ら産婦人科医会の色々 な情報誌、 あ るいはニュー

ス レターみたいな も のに 、 これ、 全部がま と ま っ た ら 、 その段階でこ う い う 具体的なケー

スが ‐上が っ ている と 。

その使用についてはこ う いっ た こ と があ る と い う こ と は 、 よ り 具体的に記載 して も ら え

る し 、 あ る いは場合に よ っ ては先ほ ど石渡委員長代理が言われた よ う に、 地方の委員会な

り 、 地方の医会な り へ個別に情報が流れる と か、 そ う いっ たこ と を提言 してい く のが こ の

再発防止委員会の具体的なア ク シ ョ ンになる のではないかと思 う んですね。 ですか ら 、 今

の よ う な 、 隈本委員か ら私の怒 り が通 じていない と 最初に ご指摘があ り ま したけれど も 、
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私よ り も石渡委員長代理のほ う が怒 り を持っ てお られて、 これは何 と か しない と いけない

と い う ふ 効こ 、 先ほ どのお話か ら感 じ られますので、 やは り よ り 具体的な情報の伝達と い

う こ と をやっ てい く と い う こ と を今後の こ の報告書も含めて 、 書きぶ り を少 し考え る と い

う こ と になろ う か と 思いますが。

○隈本委員

具体的な文面 と して提案 したいのですけれど も 、 修正案 と してですね。

○池ノ 上委員長

はい。

○隈本委員

今、 子宮収縮薬についての 4 ページの と こ ろに今後の産科医療向上のために分娩機関が

検討すべき事項の 中に投与量についてが 3 行 しかない と こ ろが切迫感が足 り ない と思 う の

で、 こ こ に 、 これにおいては何年に出 した留意点以降、 再三再四 、 職能団体や学会を通 じ

て遵守が求め られている に も かかわ らず、 こ う い う こ と がまだ続いている こ と については

遺憾である ぐ らいの こ と を書いて頂いて 、 ちゃん と これを守るべき であ る 。 それ も基本だ

みたいな感 じで、 ぜひそ う い う 強い文章で書いて頂き たい。

最後 、 4 ページの一番下ですが 、 でき る だけ書面によ る 同意を得る こ と が望まれる と い

う のは、 これは相当 、 実際に求め られる こ と よ り も も う 少 し 、 ｢でき る だけ｣ ではないので

はないかな と思 う んですね。 書面に よ る 同意 と い う のが 、 記録を見る ためにはそれが一番

重要だ し 、 そ して実際に別の事例でこ う い う こ と があ り ま した。 ど う い う 説明が行われた

か分か ら ないけれ ど も 、 同意 しま した と い う ふ う に 、 説明 を十分受けて同意 しま した と い

う 文章 しかないので、 具体的に ど う い う 説明を されたのか、 これは 1 回 目 、 帝王切開を し

たケース について 2 回 目 が 自 然分娩をする か、 経自室分娩をする か ど う かについての同意書

の中身が本当 にその患者さ んに リ ス ク を伝える よ う な中身になっ ている のか と い う の をチ

ェ ッ ク し よ う と した と こ ろ 、 提出 された書類にはほ と ん どそ う い う 具体的なデータ も何も

書いていな く て 、 ど う い う 説明を されて同意 したのかが分か ら ないので医学的評価ができ

なかっ た と い う ケースがあっ て 、 も っ と詳 し く 書け と い う ふ う にわざわざ原因分析報告書

に書き込まれた事例も あ り ます。

だか ら 、 ぜひ と も こ のオキシ ト シンについては 、 ｢でき る だけ｣ と い う 文章を取っ た り 、

それか ら 、 こ う い う も のについてちゃん と 合併症 と かについて記載 した文章に同意を得る

こ と が望まれる ぐ らいの こ と を 、 ｢望まれる ｣ ですから 、 そ う しな さ い と い う 決ま り ではな
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いので、 望まれる のだっ た ら ｢でき るだけ｣ ではないほ う がいい と 思います。

以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

ど う ぞ。

○上田理事

ただ今の件で、 2 つお話 し したい と思います。 こ の構成は、 1 が原因分析報告書の取 り

ま と めで、 1 5 の事例から対象事例の 6 つについて、 事例の概要を 2 つ載せ、 そ してそれ

ぞれの問題点ですと か、 検討すべき事項、 あ るいは学会等に対する要望か ら な り ます。 で

すか ら 、 今、 隈本委員が ご指摘された こ と については、 9 ページの 3 . 再発防止に向けて

が こ の委員会 と して ど う 発信する かですか ら 、 そ こ に記載 したいと思います。 隈本委員か

ら 、 また 、 先ほ ど委員長か ら ご指摘が ございま したが 、 これはあ く まで も案であ り ますか

ら 、 今 日 の ご指摘を踏ま えて取 り ま と めたい と 思ってお り ます。

それか ら も う 1 ,熱は 、 今回の 1 5 例は、 去年ま でにま と めて 、 公法嘉 した も のでございま

す。 原因分析報告書は先生がおっ しゃ られま した よ う に 、 改善策に関 しては状況を記載 し

て 、 それを踏ま えた改善について書かれています。 その よ う る こだんだん進化 してお り ます

が 、 今回の 1 5 例は 、 報告書に記載された通 り そのま ま記載 してお り ます。 も う 1 度確認

しますけれど も 、 その点、 ご理解頂き たい と思います。

○隈本委員

はい。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

次の これか ら のスケジュールの中に、 6 月 ですか、 報告書の内容を審議 して頂 く 。 です

か ら 、 今 日 色々 な委員の先生方か ら今出 して頂いている ご意見を も う 一度き ちっ と した報

告書で ドラ フ ト を作っ て頂いて、 それが 6 月 の段階でも う 一度検討する と い う 、 そ う い う

スケジュ-ル と い う 理解でよ ろ しいです九

○上田理事

はい。

○隈本委員

分か り ま した。
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○池ノ 上委員長

確認頂き たいのは、 こ の 9 ページ、 今 、 上田理事か ら あ り ま した こ の 9 ページの 1 ) の

下に 1 、 2 、 3 、 4 と 4 つの項 目 が こ こ に抜粋されてお り ますが 、 これについて再発防止

委員会では、 ま あ 、 書きぶ り は今ご意見を頂き ますけれど も 、 これを中心 るこ ま と めてい く

と い う こ と で よ ろ しいか ど う か と い う こ と を一応こ こ で確認を頂き たい と思いますが、 よ

ろ し ゅ う ご ざいますか。 こ こ には量 と 分娩監視装置で連続的にやる と い う こ と と 、 それか

ら 、 記録を しっか り 残す と い う こ と と 、 同意を得る と い う 、 こ の 4 つの こ と を中心 及こ これ

についてま と め る と い う こ と でよ ろ しければ≧思 う のですが、 よ ろ し ゅ う ご ざいますか。

鮎澤委員、 ど う ぞ。

○鮎澤委員

すみません、 その前に L点質問 させて下 さ い。 さ っ き先生がおっ しゃ っ てお られた ヨ ー

ロ ッパにはハイ ドースでやろ う と い う グループがあっ て と い う お話なのですが 、 その ヨ ー

ロ ッパのハイ ドースの視点か ら言 う と 、 今回の事例は範囲内なのですか、 使用方法は。 使

用量 と か。

q池ノ 上委員長

ギ リ ギ リ ぐ らいの と こ ろだ と 思います。 僕、 細かいこ と は分か り ませんけれ ど も 。

0鮎澤委員

じゃあ 、 ヨ ー ロ ッパ的な観点か ら見れば、 それな り に使い方 と して……

○池ノ 上委員長

ただ し 、 ヨ ー ロ ッパの人たちは 、 こ こ にやっ ている よ う な集中的なモニタ ーを しっ か り

やる と か、 横には助産師 さ んがき っ ち り ついている と か、 あ る一種のプロ ト コールが しっ

か り していま して 、 そ う い う 状況下でやっ ている と い う こ と 。

○鮎澤委員

その中での と い う こ と ですね。

○池ノ 上委員長

だか ら 、 基本的に一緒ではあ り ません。

　　　　　　

はい。 分か り ま した。

○池ノ 上委員長

と い う 認識だ と 思います。
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○魚冨澤委員

はい。 あ り が と う ご ざいます。 それで、 今の 1 ) の ｢産科医療関係者に対する提言｣ の

得点なのですが 、 これは私たち もガイ ドラ イ ンを頭の中に置き なが ら 、 その遵守を踏ま え

た上で今回の事例の中か ら 引 っ張 り 出せる も のを優先順位の高い も のか ら 4 つ挙げま した

と い う 、 そ う い う こ と にな り ますよ ね。 ( 1 ) の遵守が一番大事な議論になっ てい る ので、

そ こ は と もか く と して ( 2 ) なのですが 、 ガイ ドラ イ ンには、 こ の薬については投与開始

前か ら装着する よ う に と い う こ と がガイ ドラ イ ンの ( 3 ) だっ たで し ょ う か、 た しか書か

れているんですね。 6 ページにな り ますが 、 ｢投与開始前か ら分娩監視装置を装着する ｣ 。

今回 、 私たちの事例には装着 しなかっ た事例がた しか 2 例あ り ま した まね。 そ う する と 、

連続的な記録を行 う と い う 、 ｢投与中は｣ と い う ( 2 ) の前に 、 と にか く つけな さ い と い う

こ と を言わなければいけないのではないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

産婦人科診療ガイ ド ラ イ ンでは投与開始前か ら と い う こ と を書いてあ り ますので、 そ こ

を整合性を持って頂 く 。 そ う ですね。 あ り が と う ご ざいます。

○鮎澤委員

まずつけて、 投与前か ら ちゃん と つけて継続的に記録を してい く 。 そ こ の と こ ろを盛 り

込んで頂 く のがいいのではないかと思いま した。

G池ノ 上委員長

よ ろ しいですね。 あ り が と う ご ざいます。

川端委員、 お願い します。

○川端委員

まず、 今の件ですけれど も 、 3 月 に留意点か出たばっ か り で、 今度、 ガイ ド ラ イ ンが 4

月 に正式に出 る んです。 ですから 、 も う しば ら く 周知期間 と 申 しま し ょ う か、 2 0 0 8 年

のガイ ドラ イ ンにはそ こ までは書いていなかった と 思います。 周知期間を頂きたい と い う

こ と と 、 それから 、 診療録の記録の件は、 留意点、 資料 2 の後ろの と こ ろに留意点が小 さ

く コ ピー してついていますけれ ど も 、 後 ろか ら 2 枚 目 の 4 ページですか、 1 6 ページ と 4

ページ と 両方書いてあ り ますが 、 そ の一番上の と こ ろに診療録への記録と い う こ と で 、 文

書に よ る場合 と ロ頭に よ る場合 と 両方書かれていますので、 これに沿っ た記載に 9 ページ

はなっ ている わけですね。 それか ら も う 一つ 、 も う 一方はそ う い う 書き方になっ ていない

ですね。 留意点 と 合っ ていない書き方になった と思います。 ですか ら 、 でき るだけ留意点
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に沿っ た形で書いて頂いたほ う がいい と思いますけれど も 。

それから 、 先ほ ど私が少 しお話し した件については、 委員長がおっ しゃ っ た よ う &こ 日 本

では ロー ドースでい く と い う 形で進んでいますので、 それはそのス タ ンスで全会員に伝え

てい く と い う のは、 それは原則です。 と い う こ と で、 了解 して頂き たい と思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

ど う ぞ。 も う ……。

○勝本･矮詳員

時間がないので。

○池ノ 上委員長

すみません。

○勝村委員

まず、 今、 池ノ 上委員長 と かがおっ しゃっ ている ヨ ー ロ ッパ と かい う 話は、 産科学会な

どがガイ ドラ イ ンを作る上で議論が された り 、 苦悩 される と い う こ と の話だ と い う こ と で

理解でき る のですけれども 、 今回の事例はそ う い う アカデ ミ ッ ク な話 と は全 く 無縁だ と 僕

は思っていますので、 ま と も な産科医だっ た ら 、 これはひ どい と思わなければいけないよ

う な事例が多い と思います し 、 逆に産科学会 と か医会は多 く のま と も な産科医たちを守 ら

なければいけないのであって 、 ま と も と は言い難い行為までかばっ て しま う こ と が本当 に

日 本の産科を守る と い う こ と にな る のかど う か と い う こ と だ と思います。 守る か守ら ない

と い う こ と ではな く て 、 厳 し く 指導すべき と こ ろ を厳 し く 指導する か ら こその学会な り の

権威なのであっ て 、 こ の よ う な使われ方 と い う のは、 僕は事実経過を読んでゾ ッ と しま し

た し 、 なぜゾ ッ と したか と い う と 、 こ んなのは見た こ と ないではな く て 、 僕 ら は こ う い う

こ と も こ ま る事故を さ ん ざん今まで見てき ま したか ら 、 ま だ こ う い う こ と が続いている か と

い う こ と の残念さ 、 無念 さ でゾ ッ と したので、 き っ と 学会の中でこ う い う ガイ ド ラ イ ンを

作っ て こ られた方たち も 同 じ思いだと思 う んですね。

だか ら 、 そ う い う 内容なのだ と い う こ と を き ち っ と 再発防止委員会 と しては整理すべき

で、 ま るでアカデ ミ ッ ク な話である かの よ う に 、 ヨ ー ロ ッパだった らま しかも しれない と

かい う ふ う に誤解される よ う な話では僕は絶対ないと思います し、 こ んな こ と はあっ ては

な ら ない と い う こ と が実際起こ っている と い う よ う な使用法に関 しては 、 因果関係の断定

に関 しては謙虚であ る に して も 、 使用法に関 してはあっ てはな ら ない使用法であ る こ と は
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許 してはいけない し、 そんな こ と を許す と ガイ ドラ イ ンの意味がな く なっ て しま う ので、

僕は先ほ どか ら言っ ている のは、 こ こ の再発防止のための報告書に明記 してほ しいのは、

ガイ ドライ ン云々 と い う こ と だけだ と僕は事故が止ま る 割沈思えないです。 それは歴史的

な経過か らそ う 思 う のです。

何十年も産科婦人科学会、 産婦人科医会はこ の よ う な事故をな く そ う と努力を して 、 今

回 と 同 じ よ う にガイ ドラ イ ンの徹底 と かやっ てき ている の を僕 ら は見てき ています し 、 そ

の結果が これなので、 僕は絶対に 、 今、 石渡委員長代理がおっ しゃっ て く れていま したけ

れ ど も 、 学会への要望と い う と こ ろで個別の指導を して 、 その結果、 使い方に関 して 、 今

後は ど う い う ふ う にやる と 言っ たかみたいな返答まで取っ て確認 してい く と い う こ と を し

て 、 初めて再発防止ができ る と思 う ので、 それを僕は要望 と してぜひ具体的に入れてほ し

い と思います。 こ の医療機関に関 しては。 別にそ こ が ど こ かを明 らかに しろ と 言っ てい る

のではな く て 、 本当 にな く してほ しい と い う 意味では、 全体 と 同 じ よ う な こ と を言っ てい

る だけでは、 僕は、 同 じ医療機関でまた同 じ よ う なガイ ド ライ ンを守 ら ない事故が起こ る

と い う こ と が も し何年力埣職こで も 出てき た ら 、 それは非常に悔しい こ と なので、 そ こ はき

ち っ と分か り やす く 再発防止に向けた報告をすべきだ し 、 現に こ う い う 医療行為をする背

景が よ く 分か ら ない と い う 声 も あ り ま したけれど も 、 やっ ぱ り 行っ てみて 、 何で こ んな こ

と が繰 り 返 されている のか と い う 話を き ちん と 学会 と して説明 してほ しい し 、 だか ら こ そ

の医会や学会だと思 う ので、 僕はそれをひ と つ強 く お願い したい と思います。

それか ら も う 一つ 、 添付文書は 9 2 、 9 3 年の改訂以降、 僕 と しては、 昨年 2 0 1 0 年

6 月 に久々 に大き く 改訂された と認識 しています。 僕 ら は 9 2 年か らだか ら 1 8 年間 も添

付文書に、 こ の薬を使 う と き は こ の薬を使 う と い う こ と を患者に必ず伝えなければいけな

い と い う こ と を明記 してほ しい と 言い続けてき ま したが 、 1 8 年間 、 明記 されませんで し

た。 それはなぜか と い う と 、 医師の裁量で本当の薬名 を患者に言わないで投与 したほ う が

いい場合があ る か ら と い う のが PMD Aの考え方だっ たんです。

そ う 言えば 1 8 年前なんて、 がん患者に もがんだ と 言わな く て 、 カルテ開示が始ま っ た

の も今か ら たかだか 1 0 年前ですか ら 、 そんなふ う に本当 の病名 も言わない時代だっ たん

ですけれ ど も 、 昨年か ら明細書が発行される よ う になったから 、 点滴の中に入っ ている薬

か何かも分かる よ う になっ たか ら と い う 理由で、 よ う や く 昨年か ら添付文書で、 こ の薬を

使 う と き は こ の薬を使 う と い う こ と を患者に言わなければいけない と い う のが明記されて

いる わけですよね。 薬を使 う こ と を言わない と い う よ う な行為も あ る意味、 それま で許さ
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れて き た 、 許 して しま っ ていた と こ ろがあったけれど も 、 去年か ら よ う な く 本当の薬名 を

言わなければいけな く なっ たんですよ 、 説明 しなければいけな く なったんですよ と い う こ

と をやっ ぱ り こ う い う と こ ろか ら も き ちん と伝えて も ら う と い う こ と な ど も き っ ち り やっ

てほ しいな と い う のが も う L点です。

以上、 具体的に 2 つお願い したい と思います。

○上田理事

L点 、 よ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長

ど う ぞ。

○上田理事

前段の ご指摘の件ですが、 これま で もお話 し していますよ う に 、 当該施設に対する指導

は、 原因分析報告書が、 当該施設に届 け られる ので、 その中で指導が行われます。 確かに

再度繰 り 返 した施鶴段に対 して ど う する かが大き な課題でございます。 原因分析委員会では 、

同一施設か ら 同 じ よ う な事例が発生 した施設については、 報告書の送付にあわせて どの よ

う に具体的に改善指導を行 う かに関 して審議を行ってお り ますので、 そ う いっ た状況につ

いてはこ ち らで も ご報告致 します。 当該施設に対 しては原因分析委員会の取 り 組み と い う

こ と でご理解頂き たい と思っ てお り ます。

も う 一方、 再発防止委員会 と い う のは広 く 産科医療関係者に再発防止を呼びかけます。

ただ、 今 日 ご指摘が ございま した よ う に学会等に対する要望も周知だけではな く て 、 も う

少 し教育だ と か、 研修だ と か、 その辺は今 日 の ご意見な ど も踏ま えて整理 したい と思っ て

お り ます。

○勝村委員

一言だけ。

○池ノ 上委員長

はい。 一言だけ。

○勝村委員

9 ページの一番下の と こ ろに学会や職能団体に対する提言 と い う と こ ろがあ り ますよね。

こ こ に こ の 3 行を要望する と 書いていますけれ ど も 、 こ の 3 行を要望 して も 、 こ の 3 行の

こ と に関 しては学会や職能団体はも う 4 0 年近 く 、 すでに取 り 組まれている と僕は思いま

す。 だか ら 、 僕は こ の学会 ･ 職能団体に〉対する提言の中に も う 一つ 、 こ こか ら学会に対す
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る要望 と して 、 ち ょ う ど石渡委員長代理のご発言も あっ たので、 つけ加える形をお願い し

たい。 それは、 つま り 、 学会 ･ 職能団体が提言 しているガイ ドラ イ ンを守 られていなかっ

た と い う 事例が分かった こ と に関 しては 、 個別に指導と い う 言葉がいいのかど う か分か ら

ないけれ ど も 、 個別に学会や職能団体か ら 、 ガイ ドラ イ ンを守る意味 と か、 そ う い う こ と

を 当該分娩機関に個別に伝える と い う こ と ま でやっ て再発防止に努めてほ しいのだ と い う

こ と を 、 再発防止委員会は学会 ･ 職能団体に要望する と い う 形にすべき ではないかと思い

ますので、 ぜひご検討頂き たい と 思います。

○上田理事

その点は、 はい。

○池ノ 上委員長

やは り 医師の生涯教育、 幅は色々 あ り ますけれ ど も 、 その中に こ の再発防止委員会か ら

よ り 具体的な 、 こ う い う 情報を発信 してい く 。 そ う する と 、 それを さ ら ねこ伝えてい く 、 そ

う い う ネ ッ ト に載っ けて各地域、 地域の、 それはそれを検討して も ら う と い う よ う な 、 そ

う い う 動き に恐 ら く なっ てい く のではないか と 思います。

他に よ ろ し ゅ う ご ざいますか。

○隈本委員

L点だけ。 9 ページ ( 4 ) の記述は余 り に 、 1 ) の ( 4 ) は同意を得る と しか書いてい

な く て 、 これだ と完全に言葉足 らずなので、 つま り 、 十分に何 と か と 何 と か と何 と かを説

明 した後、 同意を得る 。 今のでき る だけ書面 と い う こ と を も し ど う して も と い う こ と であ

れば、 ぜひせめて こ の留意点の記述をそのまま使って下 さ い。 ｢でき る だけ文書に よ る 同意

を得た上で、 口頭で得た場合にはそれを診療録に記録する ｣ まで書いて頂き たい と思いま

す。

以上です。

○池ノ 上委員長

恐 ら く 医会でもサンプルのそ う い う 同意書、 イ ンフオーム ドコ ンセ ン ト のサンプルみた

いなのが 、 ひな形があ る と思 う んですね。 それをま た参考に ご検討頂いて、 報告書の中に

盛 り 込んで頂ければと思います。

○隈本委員

お願い します。

○池ノ 上委員長
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よ ろ し ゅ う ございますか。 あ り が と う ございます。

それでは、 次に移 り たい と 思います。 次は人工夜瑚莫を行っ た事例についてであ り ます。

よ ろ し く お願い します。

○事務局 (森脇)

ご説明致 します。 続き ま して資料 3 を ご覧下 さ い。 資料 斜ば

について取 り ま と めた も のです。 左側の列か ら事例番号、 続き ま して 3 列 副こメ ト ロ イ リ

ンテル実施の有無、 臍帯脱出を しているかど う か、 その次に経産、 初産の別。 人工破膜と

臍帯脱出の関連、 メ ト ロ イ リ ーゼ法 と臍帯脱出の関連。 続き ま して脳↑堕麻痺の原因、 医学

的評価、 今後の産科医療向上のために検討すべき事項について 、 人工被膜に関連 した部分

を抜粋 して取 り ま と めてお り ます。 こ の資料も先ほ ど と 同 じ よ う に次に ご説明致 します資

料4 の中で事例を振 り 返る際に ご参照下 さ い。

続き ま して 、 資料 4 でございます。 資料4 につき ま しては澤田客員研究員 よ り ご説明 さ

せて頂き ます。

○池ノ 上委員長

澤田客員研究員、 お願い します。

○澤田客員研究員

はい。 お願い します。 同 じ よ う な構成になっ てお り ます。 公表 した事例 1 5 件の う ち 、

あ り ま して 、 その内容が書いてあ り ます。 2 段落割こ人工破

膜を行っ た事例 4 件の う ち に よ る も のであ り ま した。 こ の 3 件の共通点を

その下に書いてあ り ます。 人工藤、 経産婦、 .･ 分娩誘発、 メ ト ロ イ リ ンテルの挿入、
メ ト ロ イ リ ンテル 自 然脱出 、 一--とい う 共通点があ り ま した。 3 件の う ち.■■

、 臍帯脱出が起こ っ てお り

ます。 が 、 臍帯脱出が起こ っ てお り

ます。

2 ) です。 事例の概要です。 4 件の う ち 3 件の事例を示 してお り ますが 、

になっ てお り ます。 臍帯脱出を していない事例については、 助産所で起き た事

例であ り ま して 、 -‐----------------------------

o

3 ) です。 人工被膜と臍帯脱出 と の関連です。 これは 3 つ書いてあ り ますが 、 人工被膜

後、 す ぐに発生 していない こ と か ら 、 人工被膜が臍帯脱出の原因 と なっ た と は言えない と
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い う こ と と 、 頚管の押 し上げが臍帯脱出の誘因ではあ る が 、 その背景 と して児頭が固定 し

ていなかった と 考え られる 。 破膜 と の関連性は言われてお り ません。 3 つ 団ま母体の体位

の変化が影響 して児頭の位置が変わ り 、 人工被膜の時点では児頭と 骨盤の間に空間ができ

ていた可能性がある と い う こ と が書かれてお り ます。 4 ) 、 5 ) 、 6 ) は原因分析報告書に

おいて言われた こ と が書いてお り ます。

5 ページです。 人工夜期兜こ関する現況です。 人工被膜は陣痛誘発 ･ 促進を 目 的に臨床の

場で 日 常的に行われている診療行為であ り 、 メ リ ッ ト と デメ リ ッ ト が書かれてお り ます。

メ リ ッ ト と しては分娩を促進する こ と 。 それ と と はこ胎児心拍モニタ リ ングを直接つけ ら

れる こ と及び羊水混濁の程度を確認でき る と い う こ と な どが挙げ られてお り ます。 その反

面、 デメ リ ッ ト と して子宮内感染、 羊水減少によ る臍帯圧迫、 臍帯脱出の危険を増大 させ

る こ と が書かれてお り ます。 人工被膜によ っ て分娩時間は有意に短國縮 しますが、 帝王切開

術、新生児の予後には影響を与えない と い う こ と が報告されている文献を載せてお り ます。

これは 1 , 4 0 0 例ほ どの統計を出 していた文献で した。

ま た 、 産婦人科診療ガイ ドラ イ ンには次の記載があ り ます。 人工被膜に関 しては 、 こ の

1 つ しかあ り ませんで、 ｢微弱陣痛が原因 と 考え られる遷延分娩への対応は ? ｣ と い う 項 目

です。 人工、 自然に関わ り な く 蕉助永時には臍帯脱出が起こ り え る ため 、 も し人工破膜を実

施する場合には、 児頭固定確認後に行 う 。 B ラ ンク と い う こ と しか書かれてお り ませんで

した。

3 . 再発防止に向けてです。 産科医療関係者に対する提言ですが、 人工被膜を行 う 々こあ

た り 、 次の 1 か ら 捌こついて十分留意する と い う こ と に してお り ます。 ( 1 ) 人工破膜を行

う 際は、 児頭が固定 している こ と を内診によ り 確認する こ と 。 ( 2 ) 児頭が一度固定された

と判断 して も 、 妊産婦の移動や体位交換な どに よ り 児頭の位置が変わる こ と があ る こ と を

認識する こ と 。 ( 3 ) 頭位での臍帯脱出は少ないが 、 起 こ る と 急激に状態は悪化する 。 分析

対象事例においては、 臍帯脱出の原因は不明の も のがある が 、 3 事例については以下の共

通点があっ たため 、 これ らの裁こついて注意する 。

2 ) 学会 ･ 職能団体に対する提言です。 亙肋木 、 羊水過多症、 メ ト ロ イ リ ンテルの使用 、

分娩誘発、 巨大児、 低出生体重児な どの要因 と臍帯脱出 と の関連について 、 学会 レベルで

事例を集積 し 、 それ ら の因子 と臍帯脱出 と の因果関係を検討する こ と が望まれる と い う 構

成になっ てお り ます。

以上です。
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○池ノ 上委員長

ど う も あ り が と う ご ざいま した。

今、 人工破膜について ご説明頂き ま したけれ ど も 、 人工破膜と臍帯脱出 と い う こ と がパ

ラ レル と い う か、 こ のただいま説明頂き ま したケースでは、 そ う い う 問題が起こ ってお り

ますが 、 これについて何かご発言ございますか。

ど う ぞ、 箕浦委員。

○箕浦委員

こ こ ね こ挙がっ ている ケース は 、 メ ト ロ と の関係が結構あ る よ う な感 じが しています。 私

は、 資料 6 が非常に簡単な記載 しかない も のですか ら 、 こ こで発言させて頂こ う と思っ て

いますが、 メ ト ロ と臍帯脱出 と い う のは本当 に関係がないのかど う か と い う こ と があ り ま

して 、 これは私、 前に で臍帯脱出が起こ っ て 、 その結果、 脳↑塑麻痺か記憶が

定かではないですが 、 前にその検証を頼まれま して 、 その と き原告側の代理人が色々 な資

料を持っ てき ま して 、 その中に に よ る臍帯脱出 と い う ケース の報告が何件か

あ り ま した。 それは残念なが ら学会発表だけでペーパーはあ り ませんで した。 学会発表は

そ う い う のが結構あっ た よ う です。

実際、 が を非常に好き な先生で、 分娩に

は基本的に を使っ ていたのですが、 当時、 数件、 臍帯脱出があ り ま して 、 幸

い人手も あ る し、 発見 した人間がそのま ま 自室内に手を突っ込んで児頭を押 し上げたま まオ

ペ室に急行 して 、 超緊急で帝王切開 を しま して 、 全例 と も事なき を得たのですが 、 1 5 年

ほ ど前に全然別の理由で

　ので、 やっ ぱ り 私の印象 と してはメ ト ロ と い う のは も う 少 し関係があ

る と い う ふ う に踏み込む と い う か、 も う 少 しその点で注意を喚起する よ う な書き方を した

ほ う が 、 私は リ ピーターをな く す、 再発防止 と い う 観点か ら は、 も う 少 し臍帯脱出 と い う

も のが起こ り 得る と い う 書き方を したほ う が よ ろ しいのではなかろ う か と い う 感 じを持ち

ま した。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。

こ の メ ト ロ について 、 原因分析委員会は、 後でま た出て く る んで し ょ う けれ ど も 、 直接

因果関係があ る と い う 話にはなっていないんですね。 それは時間的な経轍緯が少 し経っ てい

る 。 メ ト ロ が脱出 して臍帯脱出までの時間 と い う こ と が主な こ と も こ なっ てい る のですが 、
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先生が さ っ きおっ しゃ っ たのは、 メ ト ロ が脱出 して 、 その後すぐ臍帯脱出、 それ と も 時間

が経っ ている 。

○箕浦委員

当院のケース も メ ト ロ と 同時に臍帯脱出 と い う わけではな く て 、 やっ ぱ り その後 、 .
よ う な。

○池ノ 上委員長

そ う い う ケース も ある と い う こ と ですね。

○箕浦委員

遠い昔なのであれですけれ ど も 、 そんなのが。

○池ノ 上委員長

ああ、 そ う ですか。 はい。 分か り ま した。

これについて何かご発言ございますか。 ど う ぞ。

○川端委員

私も基本的にはメ ト ロ は使わない主義でやっ てき ていま して 、 臍脱の経験は思い出せな

いんですけれ ど も 、 ただ、 日 本にはた く さ んの施設があっ て 、 大学があって 、 それぞれの

や り 方 と い う のがあ る んですね。 メ ト ロ を積極的にやっ ている と こ ろ も あ り ますので、 あ

ま り メ ト ロ をやってはいけない と か、 黄色信号を出すよ う な書き方は、 やっ ていない人は

それで受け入れ られる のですけれ ど も 、 それを分娩の 1 つの重要な方法と してやっている

と こ ろ も あ る と思 う ので、 そ う い う と こ ろに影響が大き過ぎる のではないかな と 。 だか ら 、

き っ ち り したエ ビデンス を出 さ ない と 、 そ う い う と こ ろには納得 して も ら えないだろ う と

い う 気が します。

○箕浦委員

私も 、 やっ てはいけない と い う よ り じま 、 十分注意を喚起 して と い う よ う なつも り で申 し

上げたんです。

○池ノ 上委員長

そ う ですね。 先生の ご発言の趣富まそ う い う 、 守るべき注意点を しっ か り 櫛編認 して 、 そ

れでやる と い う こ と の徹底を図る と い う 趣旨の ご発言ですね。

ど う ぞ。

○石渡委員長代理

私も全 く 同感なんです。 私はメ ト ロ を使いますけれ ど も 、 臍脱の経験はないです。 やっ
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ば り 固定 しない間に頚管が開いて く る と い う のが一番の原因なのだら思 う んですけれど も 、

ヨ ー ロ ッパの文献ではエ ビデンスがない と い う 報告も あ り ます し 、 やは り こ の再発防止委

員会では も う 少 し事例を積み重ねて 、 あ る程度の方向性を出すこ と は必要だと思いますけ

れ ど も 、 現実に メ ト ロ を使っ た臍脱があ る こ と も事実ですか ら 、 そ う い う こ と も含めて 、

こ う い う メ ト ロ を使っ た場合は、 こ う い う こ と に留意点を置かなければいけない と か、 そ

のあた り の提言で今回ま と めていけばいいのではないか と 思いますけれど も 。

○池ノ 上委員長

今の石渡委員長代理がおっ しゃ っ た人工被膜も全く 同 じ よ う な こ と で、 利点、 あ るいは

欠点、 色々 あ る 。 ただ、 問題は守るべき注意点 と い う のが しっ か り 守 られているか ど う か。

人工破膜の適応な り 、 あ るいはその と き の処置のや り 方 と か、 そ う いっ た こ と があま り 安

易にや られている と 色々 な こ と が起こ り ますよ と い う よ う な こ と を き っ ち り 伝え る と い う

よ う な こ と &こつなが る のではないかな と思っ ていたのですけれど も 、 澤田客員研究員、 い

かがですか。 ずっ と 見 られて 、 そ こ ら辺の先生の感想 と いいますか、 そ う い う のは。

○澤田客員研究員

、 そ

の う ちの 3 件が こ こ に挙がっ ていま して 、

と い う よ う な報告なんですね。 、 今後 、 今まだ少 し しか事例が

ないので、 も う 少 し集ま っ た ら実はメ ト ロ がない事例がいっ ぱいあっ た と き に 、 1 回言っ

て しま っ た も のを ど う する のだ と い う のはやっ ぱ り あ る と る沈思 う んですけれど も 。

○池ノ 上委員長

ただ、 理論的に人工被膜と か、 あ るいはメ ト ロ と かい う 処置は理論的にそ う い う リ ス ク

を伴い得る 。 だか ら 、 守るべき こ と はちゃん と 守 り ま し ょ う と い う 情報発信はいい と思 う

んですけれ ど も 、 非常に リ ス ク が高いか ら 、 これはだめですよ と い う の を発信する のは 、

相 当 しっ か り した根拠がない と なかなか出せない。 多 く の教科書も人工被膜をする と き に

はこれこれこれの注意を しっ か り してやって下 さ い と 。 こ こ に も挙げてあ り ますよ う に 、

あ るいは子宮収縮がある と き にやっ て下 さ い と か、 子宮を押 さ えてやっ て下 さ い と か、 細

かい色々 なプロ シージャーを記載 している教科書がた く さ んあ り ます よね。 そ う いっ た こ

と を き ち っ と 周知する と いいますか、 そ う い う こ と を再発防止委員会、 先ほ どの議論の続

き 、 も う -歩踏み込んだ教科書 レベルの知識を周知する 。 周知を も う 一遍徹底する と い う 、

そ う いっ た と こ ろ をやっ てい く 必要があ る のではないかと思いますけれど もね。
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勝村委員、 ど う ぞ。

○勝村委員

こ の資料4 の最後の 6 ページの と こ ろなのですけれど も 、 1 ) の ( 3 ) の と こ ろに人工

破膜、 経産婦、 ■、 分娩誘発、 メ ト ロ イ リ ンテル挿入、 メ ト ロ イ リ ンテル 自 然脱出 と し 、
う 何か共通点がい く つか書かれていますけれ ど も 、 臍帯脱出 と 人工被膜だけの関連性だけ

を大き く 見ている けれど も 、 こ う い う 他の共通因子も あ る と 書かれている わけですよね。

箕浦委員の よ う なお話も ある のであれば、 ま だ事例は少ないに して も 、 今後 、 蓄積 してき

た と き のために 、 こ こ に書かれてあ る 、 今 、 こ の少ない事例の中でも見えている 関連性み

たいな ものが ど う い う ふ う じこ な っ てい る のかを表に してま と めて も ら う よ う な、 今、 お話

し頂いた よ う な こ と を も う 少 し、 今 、 4 例だから 口 で言えて しま う んですけれど も 、 表 と

して今後蓄積 していける よ う に、 つま り 、 臍帯脱出については人工破膜も気になる けれ ど

も 、 メ ト ロ も気になる と い う こ と と かが 、 そ う やっ て蓄積 されてき て分かる と い う こ と な

のかも しれない と い う こ と が 、 こ こ の再発防止委員会 と して非常に大事な感覚だと思 う の

で、 現状の認識が ど う か と い う こ と を超えて 、 実際に起こ っ てき ている 、 こ こで見てい る

事例が ど う い う 傾向がある のか と い う 意味で、 そ う い う 表みたいな も の を作っ て も ら えた

ら と 思 う んですけれど も 。

○池ノ 上委員長

それは内部の検討資料と してずっ と 蓄積 していっ て 、 そ してあ る程度き ちっ と して 、 こ

れは こ こ に間違いない と い う よ う な と こ ろに来た ら 、 それはやっ てい く 。 だけ ど 、 その間 、

注意すべき こ と は こ う い う こ と ですよ と い う こ と は発信 し続け る と い う こ と だと思います

ね。

○勝村委員

今度出る報告書にそ う い う 、 少ない事例だけれど も 、 表をまず載せてみては ど う かと思

う んです。 その表から何が分かる までは書かな く ていいに して も 。

○上田理事

まず、 表は こ の委員会に出 します。 そ こ で ど う 扱 う かはまた審議 して頂ければ≧思いま

す。 ですか ら 、 今、 勝村委員がおっ しゃ っ た表は出 します。 それを報告書に載せるか載せ

ないか審議 して頂き ます。 ご指摘の点は次回以降、 用意 します。

○池ノ 上委員長

今まで色々議論頂いている点の数量的な も の と か、 そ う いっ た も のを次回、 こ こでご議
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論頂 く と い う 、 大体ス ケジュールに今進んでいますので、 そ う い う こ と で よ ろ しいですか。

○勝村委員

はい。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

○隈本委員

質問です。

○池ノ 上委員長

はい。 ど う ぞ。 隈本委員。

○隈本委員

今、 メ ト ロ と こ の人工破膜を一緒に議論 していいんですかね。

○池ノ 上委員長

ど う で し ょ う 。 それ と臍帯脱出は関連していますので、 一緒にや り ま し ょ う か。 よ ろ し

いですか。

○隈本委員

ええ 、 できれば。

○池ノ 上委員長

はい。 お願い します。

○隈本委員

1 つ知 り たいのは、 こ のメ ト ロ イ リ ンテルの年間の出荷本数が分かれば、 分娩数に対 し

て出荷本数が分かれば、 大体どれぐ らいの割合で使っ ている かって分かる と思 う んですま

ね。 その割合に対 して脳性麻痺になっ た事例の中に多いか ど う か と い う 、 も ち ろんこれは

統計、 サンプル誤差があ り ますけれ ど も 、 ほ と ん ど使っ ていないのにやた ら起き る のか、

それ と もみんなが使っ ている のか、 それを皆 さ んご存知ですか。 どれぐ らいの頻度で使わ

れている か と い う のは。

○石渡委員長代理

具体的な数は知 り ません、 どの ぐ らい使われているか。

○隈本委員

も ち ろん、 はっ き り した こ と は分か り ませんけれ ど も 、 毎年、 在庫がたま っ てい く はず

はないので、年間売れている量 と 、 1 0 0 万に対 して どれ ぐ らい と い う のは分かる はずで、
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それをぜひ調べて下さい。 再発防止に重要なデータ だと思 う んですね。 それが も し分かっ

た と して 、 今度、 こ の原因分析委員会に私も参加 している ので思 う のですけれども 、 これ

は仮にメ ト ロ イ リ ンテル 自 然脱出後に繰 り 返 し こ う い う 臍脱が起こ っ た と して も 、 原因分

析委員会 と しては 、 これは原因 と い う ふ う には言えないわけですよ 。 だか ら 、 そ こ にエ ビ

デンス も何も な く て 、 イ ギ リ ス のデータ も ない 、 ア メ リ カ のデータ も ないわけですか ら 、

関連を してい る かな と思っ た と して も 、 個人が思った と して も 、 それを こ の原因分析報告

書に、 これが原因であ る と 書けないわけです。 だか ら 、 必ず全ての原因分析報告書はメ ト

ロ イ リ ンテル と の関連は不明だ と しか書けないんですよ 。

今、 我々 がやろ う と している こ と は、 色々 な全事例を集めます。 その中にメ ト ロ イ リ ン

テル、 臍脱 と い う そのキーワー ドが出て く る も のが どれぐ らいの頻度なのか と い う こ と を

調べて初めて今エ ビデンス を作ろ う と してい る と 言っ て も過言ではない と思 う んですね。

ただ、 こ の原因分析報告書に関係ない と 書いてあ り ます と い う のは、 あ く まで参考データ

ですよ 。 だっ て 、 誰も知 ら ないんだか ら 、 そのメ カ ニズム を。 1 時間後に臍脱をする と い

う こ と が仮にあっ た と して も 、 それを見つけ出すこ と ができ ていれば、 別に も う ガイ ドラ

イ ンに載っ ている はずです。 ガイ ド ラ イ ンに載っ ていない話を今やろ う と している ので、

原因分析報告書には直接関連がない と している と い う ふ う に書 く こ と 自 体が間違っ た印象

を与えますよね。

今、 我々 は頭を真っ 白 に して 、 本当 に臍脱が起き ている ケース について 、 それも かな り

重症の臍脱が起こ っ ている ケース について、 メ ト ロ イ リ ンテルを使った履歴があ る のか と

い う のを レ ト ロ スペク テ ィ ブに探 し始め る 。 そ して 、 何回 も 、 こ の全国の脳性麻痺事例が

こ こ に挙がっ て く る わけですか ら 、 その 中に普段使われている頻度よ り も 明 ら かに高いか

ど う か。 これ も全然証拠と しては弱いのですけれど も 、 やっ ぱ り レ ト ロ スペク テ ィ ブに見

て 、 あ るいは も しかした ら どなたかがケース ･ コ ン ト ロ ール ･ ス タディ ーを して 、 これを

使った ら臍脱の リ ス ク が何倍にな り ま した と い う データ を今こ こで作ら なければいけない

と思 う んですね。 だか ら 、 原因分析報告書にあんま り 引 っ張 られずに 、 再発防止の と こ ろ

は も っ と頭を真っ 白 に して 、 こ う い う ケース を どん どん積み重ねていっ て 、 それで最終的

にはケース ･ コ ン ト ロ ール ･ ス タデ ィ ー もやる のだみたいなこ と をぜひこ こ でやっ て頂き

たい 、 考えて頂き たい。

q池ノ上委員長

どっ ちか ら見 る かで随分物の見方が変わっ て き て 、 臍帯脱出 と い う こ と " こな る と 、 さ っ
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き澤田客員研究員が言われた ま 効こ 、 そ の原因はいっ ぱいあ る わけですよね。 今度は人工

被膜と か、 メ ト ロ と か と い う ほ う か ら見 る と 、 その結果 と して こ っ ちに何がある か。 そ う

する と 、 これはなかなか出て こ ない と い う よ う な 、 両面性がある と思 う んですね。 ですか

ら 、 こ の委員会ででき る と すれば、 脳性麻痺が これだけ出ま した。 そ こ の 中で占め る割合

が こ の く ら いあ り ま した と い う こ と と 、 も う 一つは手技その も のに伴 う 注意事項がちやん

と 守 られていたかど う か と か、 手技を行 う と き の安全性の確認が足 り ないがために起こ っ

た と い う よ う な こ と ま で含めて 、 それは確認 と いいますか、 調査 と いいますか、 先生が言

われる よ う な こ と を ど こかでやっ ぱ り 蓄積 しない と 、 いつまでたっ て も こ の議論が見えて

こ ない と い う こ と にな る 。

○隈本委員

そ う ですね。

○池ノ 上委員長

例えば箕浦委員、 や ら な く なっ た ら な く なっ た。 石渡委員長代理はずっ と やっ ている け

れ ど も見た こ と がない と おっ しゃ る 。

○隈本委員

そ う そ う 。 エ ビデンスが同 じ ぐ らい。

○池ノ 上委員長

そ う い う と こ ろがなかなかかみ合っ て こ ない こ と にな る わけですね。

○隈本委員

ただ、 やっ ぱ り 専門家の気付き と い う のは、 僕は非常に大事だと思 う ので、 何かおか し

いな と い う 専門家の気付き が こ の研究の萌芽になる と思 う んですね。 だか ら 、 ぜひ、 せっ

か く 事例が集ま っ ている わけですか ら 、 ぜひ と もケース ･ コ ン ト ロ ール ･ ス タ ディ ー ぐ ら

いの こ と はやっ て もいいのではないか。 数があ る程度そろっ た ら 。

○池ノ 上委員長

そ う ですね。 メ ト ロ 、 も う 少 し数が必要かな と思いますね。 人工破膜と臍帯脱出 と い う

こ の 2 つの関係を、 どち ら を主体に今後 こ の再発防止委員会が見てい く か と い う こ と につ

いて 、 少 しご議論頂ければ≧思 う のですけれども 。

岩下委員、 ど う ぞ。

○岩下委員

皆 さ んが意見を言われている よ う に臍帯脱出が脳′性麻痺の原因になっ ている のは明 ら か
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なので、 臍帯脱出を中心にい く つかのフ ァ ク ターを分析する ほ う が再発防止に向けてはい

いのではないかと思 う んですね。 箕浦委員の経験も あ り ます し 、 私 も 同 じ よ う にメ ト ロ を

使っ て臍帯脱出 と い う のは何例 も経験 していますので、 人工被膜だけに焦点を当てた と き

に 、 逆に何も結論が出ない と いいますか、 脳性麻痺の原因 と しての重要性か明 ら かにな ら

ないかも しれない と い う こ と で、 臍帯脱出を中心に考えたほ う が私はいいのではないか と

思います。

○池ノ 上委員長

臍帯脱出に至る その前段階の色々 な事象 と い う のが。

○岩下委員

そ う ですね。 複合的な因子が絡んでいますので、 それを 1 つ 1 つ解析 してい く ほ う が再

発防止にはつながる のではないか と い う 意見です。

○池ノ 上委員長

いかがですか。 ど う ぞ。

0勝ホ･援諄員

同 じ意見で 、 どち ら か と した ら人工被膜と かい う よ う なキー ワー ドを タ イ トルに してい

く よ り 、 臍帯脱出の原因を考える と い う よ う な感 じのほ う がいい と思います。 繰 り 返 しで

すが 、 こ の 6 ページの 1 ) の ( 3 ) の文面は非常に報告書 と しては、 本来あるべき報告書

の文面になっ ている と思 う んですね。

ど う い う こ と か と い う と 、 そ こ に書いてある のは臍帯脱出の原因は不明だ と い う こ と で、

先ほ どの隈本委員の話ではないけれ ど も 、 原因分析委員会は不明 と 書 く けれ ど も 、 3 つの

事例については、 これ ら の共通点があ る と い う こ と を 、 これは初めて再発防止委員会が並

べてみたこ と で共通点があっ たか ら 、 だか ら注意を していった らいいのではないか。 注意

と い う のは 、 ち ょ っ と 気に してい く べき なのではないか。 3 例 も入れている わけですか ら 、

これは余 り に きつかっ た ら 、 原因は分か ら ないけれ ど も 、 何か注意喚起をする段階が来た

り 、 原因 も何 と な く 分かっ て き た り と してい く こ と なので、 そ う い う ス ピー ドな ど も非常

に大事だと思いますので、 こ う い う 感 じをやっ ぱ り き ちん と伝えてい く ために も メ ト ロ と

の関係 と か も含めて 、 き ち っ と 表にデータベース を作っ ていって注意深 く 見てい く と い う

こ と は大事だと思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。
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やっ ぱ り 臍帯脱出をキーワー 料こ して 、 あ と 関連因子を検討する と い う ほ う がいい。 今 、

お 2 人の ご意見を頂き ま した。 他に何かご意見ございますか。

小林委員、 お願い します。

○小林委員

産科の方の意見を聞き たいんですけれども 、 臍帯脱出を正確に捕ま え る こ と は可能です

か。 捕ま え られない と ケース ･ コ ン ト ロ ール ･ ス タディ ーは難 しいと思います。 つま り 、

臍帯脱出があっ て も 、 それにすぐ気がついて何ら かの措置を して脳↑塑麻痺になっ ていなけ

れば、 こ こ の統計には上がっ て き ませんので。 キー ワー ドは大事だと思いますが 、 ケース ･

コ ン ト ロ ール ･ ス タディ ーをする ためには最終的な結果が確定していない と 出せないので、

日 本で起こ っ ている臍帯脱出を ど う やって捕ま えるか と い う と こ ろが分か ら ない と 難しい

と 思います。

○石渡委員長代理

よ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長

はい。

○石渡委員長代理

臍帯脱出、 あ るいは臍帯を ク リ ッ プ して大体 1 7 分か 2 0 分以内に出せば脳性麻痺には

な ら ないですよね。 ですか ら 、 病院がそ う い う 体制の も と に例えばメ ト ロ を使 う 、 あ るい

は人工被膜を して 、 そ こ に臍帯脱出が起こ っ た と して も 、 それは脳↑堕麻痺 と い う 形になっ

て き ませんか ら統計上、 そ こ の部分はつかめませんね。

○小林委員

そ う する と 、 別途、 今やっている調査以外に新 しい調査を加えない と 、 臍帯脱出の原因

を捕ま える こ と はなかなか難 しいよ う な気が します。

○池ノ 上委員長

き ちっ と したス タディ ーをする と すれば、 全 く 別の 、 こ こ の委員会 と 産科医療補償制度

に入っ て こ ない 、 臍帯脱出はあっ たけれど も元気だ と い う よ う なお子 さ んのケース が入っ

て こ ない と 、 なかなかき ち っ と した も のは出ない と い う 、 そ う い う お話ですよね。 ただ、

臍帯が脱出 している か ど う か と い う のは、 実際に現場で見ている のはそ こ に臍帯がある 。

少な く と も膣内にはあ る と い う と こ ろが最終的な判断基準にな り ますか ら 、 それについて

は捕ま え られる と 思いますけれ ども 、 先生がおっ しゃ る も う 一つの コ ン ト ロ ールグループ

‐3 6-



を ど う 持って く るか と い う 、 そ こ まで要求する と な る と かな り 大変な こ と " こ な る かな と思

いますけれ ど も 。

ど う ぞ。

○勝村委員

こ の原因分析報告書に上がっ て く る 、 つま り 、 脳性麻痺になっ て しま っ た子の事例の中

で、 臍帯脱出があっ たのに 、 それが書かれない 、 報告書に記載されない と い う ケース はあ

り 得る んですか。

q池ノ 上委員長

いや、 脳↑塑麻痺になっ たお子 さ んについては出て く る ん じゃないですか。 臍帯脱出はあ

っ て も何と か う ま く その場を しのいで、 結果よ かっ た と い う お子 さ んもい ら っ しゃ る わけ

ですよね。

○勝村委員

だ と すれば、 今、 脳性麻痺になっ た事例を こ こ で扱っ ている んだけれ ど も 、 これは実は

ほんの一部で しかないこ と は間違いない と思 う んです。 低酸素脳症がき つ過ぎて死亡 して

しま っ た子供は入っ て こ ない し 、 イ ンシデン ト で終わっ て結果が よ ければ入っ て こ ない し 、

母体に影響が あっ た と い う よ う なケース も入って こ ないわけですか ら 、 結果 と して出て き

ている も のの 中でのキーワー ドの組み合わせ しか、 全てでき ない と い う 限界はあ る わけで

すよれ 本当はも う 少 しそれを広げ られる よ う なデータ な り イ可な り が別途あればいい と は

も ち ろん思 う んですけれ ど も 。

○池ノ 上委員長

これは全く 僕の個人的な意見で、 あま り オフ ィ シャルにはあれではないんですけれど も 、

発生件数その も のはそんなに多 く ないわけですね。 臍帯脱出。 そ う する と 、 例えば医会の

先生方の全国的な、 あ る一定のア ンケー ト と か、 臍帯脱出があ り ま したか と かい う よ う な 、

そ う い う 調査もひ ょ っ と した ら かけ られる かも しれない。 それでその結果、 脳性麻痺にな

ってお られな く て 、 周産期セ ンタ ーその他で治療を受けて 、 そのま ま退院 した と い う よ う

なお子 さ んも 中にはあ る だろ う し 、 だか ら 、 全部の臍帯脱出を集め る必要はないわけです

よね。 日 本中で起こ ったやつを。 元気な 、 結果が よかっ たケースが どの く らい出て く る か

と い う こ と にな る わけですね。

○小林委員

でき ない と い う こ と ではな く て 、 別途調査を組ま なければいけない と い う こ と です。 段

-3 7-



階 と しては、 まず先ほ ど隈本委員が言っ たメ ト ロ の出荷本数な り 、 あ る いは レセプ ト等で

どの く ら い使われているか と い う 全体の使用量を調べて、 今回の脳性麻痺児のメ ト ロ の使

用割合 と を単純に比較する だけでも かな り の状況証拠にな る と思いますので、 それは比較

的短期間ででき る と思います。

○池ノ 上委員長

それ と 、 少な く と も こ の委員会で集め られるデータ で、 も う 既に色々 な と こ ろか ら来て

いますか ら 、 片方だけかも しれませんけれ ど も 、 委員会でま と め られる 、 臍帯脱出 と い う

キー ワー ドでま と め られる件数を 1 つの表 と か図 と かを作る と い う 作業を進める のは、 そ

んなに難 し く はないこ と ですね。

○上 田理事

そ う ですね。 はい。

○隈本委員

私も実は先生と 同 じ意見で、 要する にはっ き り した研究計画を組んで、 も う 学問的にガ

チガチのエ ビデンス を作る のはまた学会、 それに興味を持った大学の先生がやっ て頂けれ

ばいい こ と なのですけれど も 、 今、 目 の前に これだけメ ト ロ イ リ ンテルの脱出後、 それは

1 時間以内 と か、 そ う い う と こ ろで臍帯脱出が起こ っ てい る ケースで脳′ l･蝋麻痺になっ てい

る ケースが これだけ報告されたのだか ら 、 こ の証拠を使っ て何かいいデータ が 、 あ る いは

こ う い う こ と--別にやめる と言っ ている わけではな く て 、 こ う い う こ と に気をつけま し

ょ う でいいわけですけれ ど も 、 こ う い う こ と が起 こ り ます よ と 。 1 時間様子を見ていない

と あ る かも しれませんよ と い う こ と が言えた ら 、 それだけで上々 だ と 思 う のですが 、 こ の

得 られた証拠を も と に何か科学的な勧告が出せないのか と い う こ と をまず模索 してみて、

それに ヒ ン ト を得た 、 も っ と 色々 な研究を されている方が 、 重症には至 ら なかっ た臍脱ま

で全部カ ウ ン ト してやる よ う なア ンケー ト調査 と かやっ て頂ければいいんですけれども 、

今、 少な く と も我々 は全脳性麻痺事例を入手でき て 、 それの原因分析まででき る と い う あ

る意味、 非常に宝の山を持っ ている わけですか ら 、 それを使っ てすぐにでもやれる こ と を

や り ま し ょ う と い う のが私の提案です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

ど う ぞ。

○石渡委員長代理
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今、 医会が集めている偶発事例の報告制度の中には、 有害事象が起き て初めて報告 と い

う こ と が上が っ てき て 、 それから 、 その背景 と な る分娩数は分か り ます。 メ ト ロ イ リ ンテ

ルが どの ぐ ら い使われているか、 あ るいは臍帯脱出が どの ぐ らいある か と い う こ 凋ま、 実

は有害事象が起き ていない限 り は報告に上がっ て こ ないわけです。 ですけれ ども 、 それは

多分、 調査 と しては医会がや り やすいのではないかと思 う んですね。 そ う い う 報告制度 と

い う のを持っ ていますか ら 、 あ る一定の 、 例えば 1 カ月 な ら 1 カ 月 と い う 枠を決めて 、 そ

れで報告 して頂 く 。 色々 なア ンケー ト調査を医会はやっている も のですか ら 、 先生方、 疲

弊 している かも しれないんだけれ ども 、 非常に重要な項 目 で も あ る し、 可能だ と は思いま

すけれども 。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。

今 日 、 皆 さ んか ら色々 な ご意見を頂いている う ちに、 少 しずつ こ う い う こ と が具体的に

固ま っ ていっ て 、 焦点が絞 り 込まれて 、 少 しで もそれがま た現場にフ ィ ー ドバ ッ ク でき る

と い う よ う な こ と にな る と すれば、 こ の再発防止委員会の役割の大き な部分がそれで行わ

れる と い う こ と になろ う か ら思います。

ど う ぞ。

○勝村委員

小林委員のおっ しゃ っ ている意味、 最初ち ょ っ と 誤解していたかも しれないんですけれ

ど も 、 よ く 分かっ たのですけれ ど も 、 石渡委員長代理、 そ う おっ しゃ っ て頂 く のだっ た ら 、

こ こ に出てき ている よ う なキーワー ド、 メ ト ロ だけではな く て例えば子宮収縮剤 もそ う か

も しれません。 キーワー ドに関 して 、 それが どれ ぐ らいの割合なのか と い う のが も し確か

に把握でき る のだっ た ら 、 それは確かに色々使える な と思いま した。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。

では、 少な く と も臍帯脱出 と い う のを 1 つ主眼点に置いて、 それに関わる色々 な事象を

ま と めてい く と い う 、 そ う い う 方向でよ ろ し ゅ う ご ざいますか。 事務局は、 そ う い う 方向

でも

○上田理事

はい。 その よ う に作業を したい と思います。

q池ノ 上委員長
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ど う ぞ、 鮎澤委員。

○魚冨澤委員

2 つあって 、 先ほ ど勝村委員もおっ しゃ っ たのですけれ ども 、 今回の 6 ページの ｢再発

防止に向けて｣ の と こ ろ 、 3 事例について ｢か く か く しか じか、 共通点がある ので注意す

る ｣ と い う こ の書き方は 、 これまで議論があった、 エ ビデンスがあ る な しにかかわ らず、

今ま での事例の中で注意すべき こ 封こついて注意喚起を促せる 、 1 つのひな形 と して使っ

ていける のだと思います。 因果関係は不明な も のの 、 こ う い う 事例がある ので注意 し よ う

と い う 、 ぜひ これか ら こ う い う ス タ イルで注意喚起ができ る も のは注意喚起を していって

頂き たい と思います。

それから も う L点 、 今回は ｢再発防止に向けて｣ が 、 1 ) 、 2 ) と ス ト ン 、 ス ト ン と 出て

き ています。 他の ものについては、 そ こ に至る ま での色々 な こ と が結構書き込まれている

のですけれど も 、 こ こだけは唐突に 1 ) 、 2 ) が 出て く る んですね。 今 日 、 こ こ で今あっ た

議論の中でも 、 こ の 1 ) 、 2 沸こ至る背景に関する大変重要な話がいっ ぱい出てき ている と

思います。 事務局にはご負担をかける こ と にな る のかも しれませんが 、 そのあた り を織 り

込んで頂 く と 、 再発防止委員会での議論や、 再発防止に関する これからの こ と がつかめる

よ う にな る のではないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

委員の方々 か ら色々 な ご意見を頂き ま した。 あ り が と う ご ざいま した。 本来だっ た ら ば、

資料 6 で、 次、 も う 一つ、 5 で したっ け 、 メ ト ロ イ リ ンテルを使用 した例をやる予定で し

たけれ ど も 、 いかがですか、 これ、 事務局、 何か特に よ ろ しいですか。 一緒に議論 して頂

き ま したので。

○上田理事

はい。 今の ご指摘を踏ま えて 、 そ こヘメ ト ロ イ リ ンテルな ど も入れます。

○池ノ 上委員長

ですね。 はい。 分か り ま した。

○上田理事

臍帯脱出 と テーマを決めま したので、 その 中で人工被膜です と かメ ト ロ イ リ ンテルを取

り 上げます。

○池ノ 上委員長
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あ り が と う ご ざいます。

全体を通 して何かご発言ございますで し ょ う か。 な ければ、 では、 事務局 、 ど う ぞよ ろ

し く お願い します。

○事務局 のめ

事務局 よ り 九点、 当機構の こ と しこ 関 しま して ご報告を 申 し上げます。 今般の公益法人制

度改革に伴いま して 、 4 月 1 日 か ら財団法人から公益財団法人に移劣テを致しま した。 今後

は名称が公益財団法人 日 本医療機能評価機構 と な り ますので、 よ ろ し く お願い申 し上げま

す。

それ と 、 次回の再発防止委員会の 日 程でございますけれ ど も 、

■の開催 と な り ますので、 よ ろ し く お願い申 し上げます。
以上でございます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。

ど う ぞ。

○勝村委員

時間がないので、 財団法人 と公益財団法人は簡単に言 う と ど う 違 う んですか。

○事務局 (原)

も と も と公益法人制度改革に伴いま して 、 平成 2 5 年ま でに一般の財団法人になる か、

公益財団法人にな る か、 どち ら かを選択 しな く てはいけない と い う 中で、 当機構 と しては

公益を申請 していま した。 それが今般、 認可 されて 、 こ の 4 月 1 日 よ り 公益法人化 された

と い う こ と です。 公益法人になる と 監督官庁が内閣府の指導の も と で我々 は運営を してい

く と い う 形にな り ます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。

それでは、 次回まで、 今度は数量的な表を作っ た り 、 色々 な こ と を して頂き ますが、 次

回までは非公開に させて頂いて、 その次のフ ァース ト ド ラ フ ト の検討の と こ ろか ら は、 今

度は公開 と い う ふ う に これか ら はや らせて頂き たい と思います。

各委員の皆様方、 地震の対応、 あ るいは色々 な支援な どでおI亡 しい中 を こ の委員会に ご

出席頂き ま して 、 あ り が と う ご ざいま した。 今後 と も ど う ぞよ ろ し く お願い致します。 ど

う も あ り が と う ご ざいま した。
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